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今月の表紙

マタニティヨーガ教室

撮影者　谷口　道代さん

　みんなこんなに元気に生
れてきました。マタニティ
ヨーガ教室に通っていた仲
間が出産後集まりました。

　

表紙を飾る写真を募集中！

提出先/問い合わせ
市役所２階企画振興課

拶３９‐２３０４

人人口口とと世帯世帯数数
１８年２月末（前月比）

( 11)25,340人　口

( 7)１３,282女

( 4)１2,058男

( 14)21,567富良野

(- 2)2,５01山　部

(- 1)1,２72東　山

( 12)10,718世帯数

( 9)9,304富良野

( 1)1,013山　部

(  2)401東　山

占冠村

手作りの美味しさを

味わってみよう！

　双珠別地区にある双民館は、１９９７年に廃
校となった双珠別小学校を再利用してい
ます。ここではソーセージ作りやアイスク
リーム作りができるほか、宿泊設備も備え
ているため、大学のゼミや合宿、親子での
利用にも最適です。自然に囲まれた静かな
環境で、ソーセージやアイスクリームを
作ってみませんか？

鰹問 経済課産業グループ　  拶５６－２１２１

中富良野町

森林公園５月３日オープン（予定）　

　十勝岳のすそ野に広がる田園風景と花
園をゆっくりとながめながら、のぼりつめ
ると森林公園があります。
　この公園は北星山町営ラベンダー園の
上にあり、フィールドアスレチック、テニ
スコート、キャンプ場、バンガローなどが
設置されています。
　ご家族のみなさんでお楽しみください。

鰹問 産業建設課

拶４４－２123　

上富良野町

パークゴルフ場

４月２９日臥オープン

　十勝岳連峰と日の出公園のラベンダー
畑を背景に、素晴らしいロケーションに恵
まれた３コース（２７ホール）。スロープ付
きのスタート台、通路やコースにも段差は
なく、全コースバリアフリーになっていま
す。子どもからお年寄りまで、一緒にプ
レーを楽しんでください。

鰹問 パークゴルフ場
　拶４５－１１８９

南富良野町

　かなやま湖森林公園

　４月２９日オープン（予定）

　充実した設備と絶好のロケーションで
知られる「湖畔キャンプ場」と「オートキャ
ンプ場（５月１日より）」のほか、ゴーカー
トや新たに開設する「モーターランド」な
ど遊具も整った森林公園がオープンしま
す。
　新緑の芝生と湖畔にそよぐ春風がみな
さんのお越しをお待ちしています。

鰹問 産業課　 拶５２－２１７８

Contents ４月号
こ う ほ う

お茶の間トーク！

出前講座メニュー表3
介護を必要とする方の要介護認定がこう変わります６
パブリックコメント手続（市民の意見募集）の結果をお知らせします８
意見交換会の開催結果１１
富良野市長選挙及び富良野市議会議員補欠選挙12
平成１７年度事務事業評価（平成１６年度事務事業分）結果の概要　
見直します 今後の市の仕事13
市民プロデューサー育成事業（貸し館補助事業）のご案内　
富良野演劇工場で楽しいイベントを開催してみませんか？14
市民の声15
公の施設の指定管理者が決まりました
平成１７年度児童生徒のスポーツ活動状況16
富良野市国際交流事業報告

ニュージーランド研修を終えて18
まちのできごと

ズームアップふらの19
くらしの情報20
ふらのの元気を紹介します！

われら ふらの人　（文芸・わんぱくざかり・表彰・寄付）24
健康情報　消費者相談 Ｑ＆Ａ　ダイヤル交換市25
今月の一枚　ラジオ広報ふらの　 編集後記26

目 次

2こうほう 200６.４

じ  ん



3 こうほう No.53５

お茶の間トーク！市職員がお茶の間や学校へ

出前講座メニュー表
ご利用ください！

出前講座とは、
市民の求めに応じ、市職員が市　
民のもとへ出向き、市の仕事の説
明や手続きの仕方、市の職員が仕事
を通じて得た専門知識などについて、
お話し意見交換をするものです。これに
より市民と市がともに考え行動していく
ための「まちづくり情報」を共有していき
たいと考えています。

出前講座メニュー表
から講座を選ぶ
メニュー表にない講座の開催希望はご相談ください

①

出前講座を申し込む
開催希望日の２０日前までに申し込むようにしてくだ
さい（開催希望日は第２希望までご用意ください）

②

開催の決定
担当課から申込されたグループ・団体の代表の方に、
開催内容と開催日時・場所の確認を行い開催を決定し
ます。業務の都合でやむを得ず希望された開催日時に
実施できない場合もありますのでご了承ください。

③

出前講座の実施
会場（地域会館やご自宅、学校など）の用意や当日の
進行は受講されるグループ・団体にお願いします。（会
場使用料がかかる場合は、受講されるグループ・団体
の負担です。）
講座終了後、意見交換や懇談
もさせてください。

④

出前講座の結果報告　
受講された方々の感想や、意見交換の内容などを毎年
度とりまとめて公表します。公表することにより、市
民が市の仕事のどのようなことに興味・関心を寄せて
いるのかをみることができ、市の仕事に反映させてい
くことができます。

⑤

お茶の間トーク

<出前講座の申込み・実施方法>

< 対象者 >
市内在住者、在勤者、
在学者で、５人以上
（小学生以上）のグ
ループや団体。

< 開催日時 >
平日の午前９時から午後９時まで
１講座２時間以内
※土・日曜日、祝祭日の開催希望はご相談く
　ださい。

<市民の自主性を大切に>
これまでは市が市民に「知
らせたい」というものが大
半でしたが、出前講座では、
市民が市の仕事について
「知りたい」「聞きたい」「学
びたい」という自主性にお
応えしていきます。

<出前講座の目的を大切に>
出前講座は市民と市がともに考
え行動していくまちづくりのた
めのものです。政治や宗教活動、
営利を目的とした集会などには
利用できません。

 
 

 

 

 

 

▼

▼

▼

※出前講座ほどのものではなくても、市の仕事でちょっと聞いてみたいことなどについても

　お気軽にご相談ください。鰹問 企画振興課広聴広報係　拶３９‐２３０４

▼
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担 当 課講 座 の 内 容講 座 名
企画振興課市の情報は市民みんなのもの。情報共有と市民

参加のルールについて情報共有と市民参加1

企画振興課「人にやさしいまちづくり」を目指す総合計画の
概要市の総合計画2

企画振興課地域のために活動する市民活動への支援策の紹
介や、補助申請の仕方について市民活動を応援します！3

総務課統計の結果から富良野市の現状をみんなで勉強
します。統計から見た富良野市の現状と課題4

総務課台風や地震の備えや、地域ぐるみで高齢者などの災
害時被災害者を助け合う自主防災活動の必要性地域ぐるみの防災対策5

財政課市の財政状況、今年の予算について教えて！市の台所6
市民課国民健康保険制度のしくみ国民みな保険7
市民課転居や結婚、出生したときなどの届出方法と、

住民登録・戸籍のしくみ住民登録・戸籍のしくみ８
税務課身近な地方税（市町村税）のしくみ地方税のしくみ９
環境リサイクル課ゴミの１４種分別によりリサイクル率９３％達成。

ゴミリサイクルのしくみゴミのゆくえ1０

環境リサイクル課地球温暖化防止で、一人ひとりがやるべきこと、
できることについて地球温暖化を考える1１

保健課転倒予防・認知症予防・低栄養の予防・口腔ケ
アについて介護予防に取り組もう！1２

保健課肥満・血糖値・血圧・血中脂質などによって、
からだでどんなことがおこっているのかメタボリックシンドロームの話1３

保健課地域医療対策について富良野市の地域医療対策について1４
保健課健康課題と健康増進計画について富良野市健康増進計画ってなあに1５
介護保険課介護保険制度や高齢者福祉の内容・具体的な利

用方法介護保険制度と高齢者福祉16

福祉課障がい者福祉に関する制度や、その他の福祉制
度について福祉のことなら何でも！17

児童家庭課乳幼児期からの間食や清涼飲料水の取りすぎな
ど食習慣が与える影響や食育の必要性について乳幼児の食育18

児童家庭課次世代育成支援地域行動計画・子育て支援センター・
家庭児童相談員などの市の子育て支援策について子育て支援19

ふれあいセンター老人福祉センターや勤労青少年ホームの事業
（生きがい教室や青少年向け講座）についてふれあいセンターってどんなとこ？20

寿光園入所対象者や入所者へのケア、施設の概要、地
域やボランティアとの関わりについて養護老人ホーム寿光園の概要21

農林課富良野の地形・気象条件を生かした農業の概要富良野の農業　［小中学生向け］22
農林課鳥獣被害の現状と課題、鳥獣に対する正しい理

解と動物愛護について鳥獣被害対策　［小中学生向け］23

商工観光課観光客入り込み状況などのデータをもとに、こ
れからの富良野観光を一緒に考えましょうこれからの富良野観光24

商工観光課地産地消の取り組みと、地産地消コンテストで
発表された料理レシピ集の紹介など地産池消事業の取り組み25

ぶどう果樹研究所ふらのワインの歴史・製造やワインをおいしく
飲む方法などふらのワインをおいしく！26

中心街整備推進室施設の利活用計画について説明します。中心街活性化センターとは27
技術審査課建設工事の入札までのしくみ入札制度28
幹線道路整備推進課国や道が進める地域高規格富良野道路の整備地域高規格富良野道路の整備29
都市施設課環境に配慮した利用者に優しい安全な道路をつくる

ため、道路整備の現状と今後の予定について利用者に優しい道路づくり３０

<申込み・問合せ>
企画振興課広聴広報係　
電話　３９‐２３０４　ファックス　２３‐２１２１
電子メール　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp
市のホームページからも申し込みできます

出 前 講 座

メニュー表



5 こうほう No.53５

担 当 課講 座 の 内 容講 座 名
都市施設課除雪事業の現状や除雪事業計画について除雪事業31
都市建築課住みよいまちをつくる都市計画の考え方について都市計画とは32
都市建築課建物ができあがるまでの流れやそこで働く職業

の人たちを紹介家ができるまで［小学生向け］33

上下水道課下水道のしくみや接続の工事手続・補助などの
説明。水処理センターの施設の説明（見学可）下水道で美しい街並み～清潔で快適なくらしを～34

上下水道課水道のしくみと水道事業のあゆみや水道施設の
説明（見学可）安心で安全な水が家庭に届くまで35

山部支所山部支所のしごと全般について山部支所のしごと36
東山支所東山支所のしごと全般について東山支所のしごと37
看護専門学校看護師の仕事や看護師になるための道のり看護師って？［小中学生向け］38
会計課会計課のしごと業務内容について会計課のしごと39
議会事務局市議会のしくみと役割、市民の請願や陳情の提

出方法や傍聴について議会のしくみと役割40
選挙管理委員会投票日に投票に行けない場合の投票方法投票所にいけない。投票の方法は？41
選挙管理委員会選挙の制度や各種選挙のしくみ選挙のはなし42
農業委員会新農業者年金制度のしくみ農業者年金で豊かな老後生活を43
監査委員事務局市の財務が適正に実施されているかをチェック

する監査のしくみ監査のしくみ44

教育施設再編課少子化の影響から、これからの学校のあり方を
一緒に考えましょう少子化で！どうなる学校再編45

学校教育課不登校の子どもたちが登校できるようにするた
めの適応指導教室の内容を紹介します適応指導教室とは46

学校教育課経済的な理由により就学が困難な方に就学援助を
行っています。その制度について説明します。就学援助制度について47

社会教育課子どもの健全育成と子ども会の活動、子ども会
の作り方や進め方、子ども会の活動内容を紹介

子ども会っておもしろい！
～こんなことしています子ども会～48

社会教育課ふらの市民講座などの紹介、市リーダーバンク
の活用方法、施設の紹介・利用方法

生涯学習のススメ
～公民館で学んでみませんか～49

社会教育課気軽にできる簡単なゲームや仲間づくりのアイ
スブレーキングを紹介

楽しい集いをお届けします
～レクリエーション体験～50

生涯学習センター先人たちが郷土をどのように築いてきたか。そ
の歴史から過去、現在、未来を語りましょう再発見！郷土の歴史51

生涯学習センター子どもから大人まで楽しみながら学べる学習プ
ログラムの紹介生涯学習センター学習プログラム52

図書館本に対する関心や読書意欲を高めるため、図書
館の利用方法を紹介こども図書館講座［小中学生向け］53

スポーツ課年齢別による体力テストの実施と診断体力テストの実施と診断54
スポーツ課冬場の健康づくりと運動不足の解消に歩くス

キーを体験歩くスキーで健康づくり55

一部事務組合講 座 の 内 容講 座 名
消防組合
　　(23-5119)

救命に必要な応急手当などの実習応急手当講習A
消防組合
　　(23-5119)

家庭における防火や火災の原因、危険物の貯蔵・
取り扱い及び消火器の使用方法火災予防B

学校給食組合
　　(23-1311)

給食センターのあゆみ、給食ができるまでの流
れなど給食センターの概要C

環境衛生組合
　　(２２-4376)

富良野沿線から出るし尿・浄化槽汚泥・生ごみ
を処理及び堆肥をつくる過程を紹介（見学可）

くらしの基礎知識
衛生センターの仕事［小中学生向け］D

<申込み・問合せ>　企画振興課又は各一部事務組合へ申し込みください。
一部事務組合による実施ため、実施方法が異なる場合があります。一部事務組合の出前講座

平成１７年度実施結果 平成１７年度は、健康づくりや介護・福祉に関する講座などを実施し、延べ２６０
人の受講がありました。
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介護を必要とする方の

要介護認定がこう変わります

▼

▼

全国共通の調査票を用いて、
市区町村の担当者などが本
人と家族に聞き取り調査を
行います。

※新規申請の際には、原則
として市区町村の担当者が
調査を行います。

認定調査

介護を必要とする方は、市
区町村の窓口で要介護認定
の申請をします。

※本人・家族以外にケアマ
ネジャーや成年後見人、介
護保険施設などによる代行
申請も可能です。

申　　請

（コンピューター判定）

調査票をコンピューター分
析し、要介護状態区分を導
き出します。

一次判定

医師から介護を必要とする
原因疾患などについての記
載を受けます。

主治医意見書

（介護認定審査会）

保健、医療、福祉の専門家
が審査を行い、介護給付対
象者と新予防給付対象者に
振り分けます。

二次判定

▼

ポインポイントト

○要介護状態区分が要支援１・２、要介護１～５の計７段階になりま
す。
○従来の要介護１は、新予防給付対象者（要支援２）と介護給付対象
者（要介護１）に振り分けられます。

鰹問 介護保険課介護保険係
　拶39‐2２５５

▼

非
該
当

要
支
援
１

要
介
護
２

要
介
護
３

要
介
護
４

要
介
護
５

地域支援事業の

介護予防サービ

スを利用

▼▼ ▼

一次判定と主治医意見
書による介護の必要度
（要介護状態区分）の審
査

要介護１について、状
態の維持または改善可
能性の審査

＋

平成１８年４月１日から

要
支
援
２

要
介
護
１

新予防給付（介護

保険）の介護予防

サービスを利用

介護給付（介護保険）の在宅・施設サービ

スを利用

一 定 期 間 ご と に 効 果 を 評 価 ・ 更 新
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居宅介護支援事業所
○保健師などによる簡易なア
セスメント
　チェックリストなどを用い
て利用者の心身の状態などを
把握し、課題を分析します。

○サービス担当者との話し合い
　複数のサービスを利用する
など必要な場合にのみ実施し
ます。

○簡易な介護予防プランの作成
　目標を設定して利用する
サービスを決定します。

居宅介護支援事業所
○ケアマネジャー、保健師など
によるアセスメント
　アセスメント表や本人・家族
との話し合いにより、利用者の
心身の状態や環境、生活歴など
を把握し、課題を分析します。

○サービス担当者との話し合い
　目標を設定して、それを達成
するための支援メニューを、利
用者・家族とサービス担当者を
含めて検討します。

○介護予防プランの作成
　目標を達成するためのサー
ビスの種類や回数を決定しま
す。

ポインポイントト

○介護サービス・介護予防サービスとも、個人に合わせたケアプラン・
介護予防ケアプランに基づきサービスを利用します。

○介護サービスはケアマネジャーが、介護予防サービスは地域包括支

援センターの保健師が中心となって、ケアプランを作成します。
※ケアマネジャー（介護支援専門員）とは、介護の知識を幅広く持った専門
家で、ケアプランの作成やサービス事業者との連絡調整を行います。

介護給付の対象者
（要介護１～５）

新予防給付の対象者
（要支援１・２）

介護予防の対象者
（非該当）

▼

居宅介護支援事業所
○ケアマネジャーによるアセ
スメント
　利用者の心身の状態や環境、
生活歴などを把握し、課題を
分析します。

○サービス担当者との話し合い
　本人の力を引き出せるよう
なサービスを、利用者・家族
とサービス担当者を含めて検
討します。

○ケアプランの作成
　利用するサービスの種類や
回数を決定します。

ケアマネジメント

地域包括支援センター（契約）

▼
介護予防マネジメント

▼ ▼

▼▼
介護サービスを利介護サービスを利用用
一定期間ごとに
要介護認定を更新

▼
新予防給付新予防給付のの

介護予防サービスを利介護予防サービスを利用用
一定期間ごとに効果を評価、

プランを見直す

地域支援事業地域支援事業のの
介護予防サービスを利介護予防サービスを利用用
一定期間ごとに効果を評価、

プランを見直す
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市
で
は
、
市
の
計
画
や
制
度
な
ど
を
新
し
く
作
成
し
た
り
変

市
で
は
、
市
の
計
画
や
制
度
な
ど
を
新
し
く
作
成
し
た
り
変
更更

す
る
際
に
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
す
る
パ

す
る
際
に
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
（
市
民
意
見
提
出
手
続
）
を
実
施
し
、

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
（
市
民
意
見
提
出
手
続
）
を
実
施
し
、
市市

民
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
す
る
市
民
参
加
を
進
め
て
い
ま
す

民
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
す
る
市
民
参
加
を
進
め
て
い
ま
す
。。

今
回
は
、
先
ほ
ど
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
の

　

今
回
は
、
先
ほ
ど
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
の
結結

果
（
市
民
意
見
の
概
要
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
）
を

果
（
市
民
意
見
の
概
要
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
）
を
まま
と
め
と
め

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。。

　

市
民
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、

　

市
民
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
寄寄

せ
ら
れ
た
意
見
の
全
て
を
取
り
入
れ
る
こ
と
と
は
異
な
り
ま
す

せ
ら
れ
た
意
見
の
全
て
を
取
り
入
れ
る
こ
と
と
は
異
な
り
ま
す
。。

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
市

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
市
民民

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
、
取
り
入
れ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
、
取
り
入
れ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ばば

い
い
の
か
、
意
見
の
一
部
や
別
の
方
法
で
取
り
入
れ
る
こ
と
が

い
い
の
か
、
意
見
の
一
部
や
別
の
方
法
で
取
り
入
れ
る
こ
と
が
でで

き
な
い
の
か
を
市
で
は
真
剣
に
検
討
し
、
取
り
入
れ
る
こ
と
が

き
な
い
の
か
を
市
で
は
真
剣
に
検
討
し
、
取
り
入
れ
る
こ
と
が
でで

き
な
か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

き
な
か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。。

市
の
財
政
が
厳
し
く
な
る
中
、
そ
し

　

市
の
財
政
が
厳
し
く
な
る
中
、
そ
し
てて
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

求
め
る
市
民
ニ
ー
ズ
も
一
層
多
様
化
す
る
中

求
め
る
市
民
ニ
ー
ズ
も
一
層
多
様
化
す
る
中
、、
我
が
ま
ち
富
良
野

我
が
ま
ち
富
良
野

の
身
の
丈
に
あ
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

の
身
の
丈
に
あ
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
市市

民
の
皆
さ
ん
と
、
い
か
に
多
く
「
と
も
に
考
え
る
場
」
を
つ
く

民
の
皆
さ
ん
と
、
い
か
に
多
く
「
と
も
に
考
え
る
場
」
を
つ
く
っっ

て
い
く
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す

て
い
く
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
ま
ち
づ

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
ま
ち
づ
くく

り
を
「
と
も
に
考
え
る
場
」
の
一
つ
で
す
。
ご
不
明
な
点
や
改

り
を
「
と
も
に
考
え
る
場
」
の
一
つ
で
す
。
ご
不
明
な
点
や
改
善善

点
等
が
あ
れ
ば
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

点
等
が
あ
れ
ば
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　
　

意見件数意見募集期間意　見　募　集　案　件

０件平成18年１月27日～２月15日高齢者保健福祉計画・ 介護保険事業計画（改正案）①

４件
平成18年２月１日～２月20日

富良野市障がい者計画（改正案）②

０件富良野市地域福祉計画（案）③

８件平成18年２月10日～３月１日市立富良野図書館の開館時間の変更（案）④

０件平成18年２月22日～３月１３日富良野市使用料・手数料設定基準（案）⑤

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続　

　

そ
の
他
市
民
参
加
手
続
に
関
す
る
問
合
せ

　
　
　

鰹問
 

企
画
振
興
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
４

　

改
正
案
に
対
し
て
の
意
見
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
原
案
ど

お
り
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

◇
介
護
保
険
料
が
か
わ
り
ま
す
◇

　

こ
の
計
画
改
正
に
伴
い
、
次
の

と
お
り
平
成　

年
度
か
ら
介
護
保

１８

険
料
が
変
わ
り
ま
す
。  

　

鰹問
 

介
護
保
険
課

拶
３
９
‐
２
２
５
５

①
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画 

介
護
保
険
事
業
計
画

　
　
　
　
　
（
改
正
案
）

介護保険料
（月額）

介護保険料
（年額）

区　分
（所得段階）

1,825円21,900円第1段階
1,825円21,900円第2段階
２,733円３２,８00円第3段階
3,650円43,800円第4段階（基準額）
4,558円54,700円第5段階
5,475円65,700円第6段階

●第1号被保険者の所得段階別介護保険料

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続続

        （
市
民
の
意
見
募
集

（
市
民
の
意
見
募
集
））
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
すす

＜パブリックコメント手続の結果公表中＞　市ホームページ　市役所1階行政情報コーナー　山部・東山支所
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鋸
意
見
箱
の
周
知
に
つ
い
て

・ 
原
案
の
検
討
に
際
し
「
意
見
箱
」

　

に
よ
り
要
望
調
査
を
実
施
し
た

　

と
あ
る
が
、
周
知
不
足
が
提
出

　

意
見
の
少
な
さ
に
出
て
い
る
の

　

で
は
な
い
か
。　

◇
市
の
考
え
◇

虚
開
館
時
間
に
つ
い
て

　

平
成　

年
に
実
施
し
た
午
後
5

１７

時
〜
6
時
ま
で
の
時
間
延
長
の
試

行
結
果
に
よ
り
、
平
日
の
５
時
以

降
の
利
用
者
が
大
幅
に
増
加
し
た

こ
と
を
か
ら
、
勤
労
者
の
利
用
を

考
慮
し
、
火
〜
金
曜
日
ま
で
は
６

時
ま
で
開
館
す
る
の
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
富
良
野
市
と
同
規
模
人

口
の
市
で
は
、
原
案
が
平
均
的
な

開
館
時
間
で
あ
り
、
今
回
の
時
間

変
更
で
当
面
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

許
週
の
開
館
時
間
数
に
つ
い
て

　

週　

時
間
以
上
開
館
し
て
い
る

４８

市
は
、
富
良
野
市
よ
り
人
口
規
模

の
大
き
い
市
が
過
半
数
を
占
め
、

同
規
模
市
と
比
較
し
た
場
合
は
妥

当
な
開
館
時
間
数
と
考
え
ま
す
。

の
概
要
と
、
意
見
に
対
す
る
市
の

考
え
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
意
見
◇

虚
開
館
時
間
に
つ
い
て
（
5
件
）

・
火
か
ら
金
曜
日
を
午
前
９
時
〜

　

午
後
７
時
ま
で
。
土
・
日
曜
日

　

を
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
ま
で
。

・
全
て
の
曜
日
で
午
前
９
時
〜
午

　

後
６
時
ま
で
。

・
火
か
ら
金
曜
日
を
午
前　

時
〜

１１

　

午
後
６
時
ま
で
。
土
曜
日
又
は

　

金
曜
日
を
午
前　

時
〜
午
後
８

１１

　

時
ま
で
。日
曜
日
は
午
後
６
時  

　

ま
で
。　

休
館
日
は
な
く
し
て

　

ほ
し
い
。

・
普
通
の
勤
労
者
で
も
利
用
で
き

　

る
柔
軟
な
時
間
帯
。

・
曜
日
に
よ
り
更
に
き
め
細
か
な

　

時
間
設
定
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

許
週
の
開
館
時
間
数
に
つ
い
て

・
全
道
で
週　

時
間
以
上
開
館
し

４８

　

て
い
る
市
が　

％
、　

時
間
以

４７

４８

　

下
が　

％
。
富
良
野
市
は
週　

２６

４８

　

時
間
で
あ
る
が
、
全
道
各
市
と

　

の
比
較
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

距
開
館
時
間
の
比
較
に
つ
い
て

・
他
市
と
の
開
館
時
間
の
比
較
で
、

　
「
始
業
時
間
」は
比
較
し
て
い
る

　

が
、「
終
業
時
間
」
に
つ
い
て
触

　

れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

鋸
の
意
見
に
つ
い
て

　
「
特
殊
学
級
」
と
い
う
用
語
は
、

現
在
、
特
別
支
援
教
育
を
推
進
す

る
た
め
の
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
が
深
め
ら
れ
、
法
改
正
に

よ
り
表
現
が
変
わ
る
動
き
が
あ
り

ま
す
が
、
ご
指
摘
の
あ
っ
た
表
現

は
、
3
年
毎
の
障
が
い
者
福
祉
計

画
見
直
し
の
際
に
、
法
改
正
後
の

内
容
に
変
更
す
る
と
と
と
し
ま
す

の
で
、
現
行
ど
お
り
の
表
現
と
し

ま
す
。

　

鰹問
 

福
祉
課

拶
３
９
‐
２
２
１
１

　

原
案
に
対
し
て
の
意
見
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
原
案
ど
お

り
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
基
づ
い
て
平
成　

年
度
よ
り
各

18

種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

鰹問
 

福
祉
課

拶
３
９
‐
２
２
１
１

　　

原
案
に
対
し
て
、
意
見
の
提
出

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
意
見

　　

改
正
案
に
対
し
て
、
意
見
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
原
案
を
修
正
し
、

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
意

見
と
原
案
の
修
正
内
容
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
意
見
◇

虚
「
個
別
の
支
援
計
画
」
は
、「
個

　

別
の
教
育
支
援
計
画
」　

と
い

　

う
表
現
で
は
な
い
か
。

許
「
交
流
教
育
」
は
、「
交
流
及
び

　

共
同
学
習
」
と
い
う
表
現
に
変

　

わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

距
「
就
労
指
導
委
員
会
」
は
「
就

　

学
指
導
委
員
会
」
で
は
な
い
か
。

鋸
「
特
殊
学
級
」
は
、
今
後
の
法

　

改
正
に
よ
り「
特
別
支
援
学
級
」

　

に
変
わ
る
予
定
。
こ
の
計
画
で

　

は
、
改
正
と
な
る
用
語
を
使
用

　

し
て
は
ど
う
か
。

◇
市
の
考
え
及
び
修
正
内
容
◇

虚
・
許
・
距
の
意
見
に
つ
い
て

　

意
見
の
と
お
り
用
語
の
表
現
に

つ
い
て
、
原
案
を
修
正
し
ま
し
た
。

③
富
良
野
市
地
域
福
祉
計
画
（
案
）

④
市
立
富
良
野
図
書
館
の

　
　

開
館
時
間
の
変
更
（
案
）

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民のののののののののののののののののののの声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声ををををををををををををををををををををままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり市民の声をまちづくりににににににににににににににににににににに
　　　パブリックコメント手続の結果

②
富
良
野
市
障
が
い
者
計
画　

　
　
　
　
　
（
改
正
案
）



10こうほう 200６.４

に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を

探
し
、
と
も
に
考
え
行
動
し
て
い

く
の
か
。
是
非
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
図
書
館
の
開
館
時
間
の

変
更
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
意
見

の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
が
、
当
面

は
原
案
ど
お
り
の
変
更
と
し
ま
し

た
。
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

鰹問
 

図
書
館

拶
２
２
‐
３
０
０
５

　

原
案
に
対
し
て
の
意
見
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
原
案
ど
お

り
設
定
基
準
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
設
定
基
準
に
基

づ
き
、
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直

し
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

鰹問
 

総
務
課

拶
３
９
‐
２
３
０
０

◇
図
書
館
運
営
の
新
た
な
動
き
◇

　　

道
内
の
図
書
館
運
営
で
は
、
札

幌
市
の
休
館
日
を
な
く
す
開
館
日

時
の
拡
大
や
、
ニ
セ
コ
町
の
住
民

に
よ
る
き
め
細
か
な
図
書
館
運
営

な
ど
、
新
た
な
動
き
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
新
た
な
動
き
は
、

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
、
社
会
の
変
化

や
地
域
の
実
状
に
合
わ
せ
、
こ
れ

ま
で
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
あ

り
方
を
変
え
、
よ
り
良
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
模
索
し
て
い
る

動
き
で
も
あ
り
ま
す
。

　

都
会
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
求

め
る
の
か
、
我
が
ま
ち
の
身
の
丈

◇
開
館
時
間
が
変
わ
り
ま
す
◇

　

平
成　

年
4
月
か
ら
原
案
ど
お

18

り
開
館
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

距
開
館
時
間
の
比
較
に
つ
い
て

　

今
回
は
、
開
館
時
間
を
午
前
９

時
か
ら
午
前　

時
に
変
更
す
る
こ

１０

と
が
、
検
討
の
大
き
な
問
題
点
と

考
え
「
始
業
時
間
」
の
比
較
を
行

い
ま
し
た
。

鋸
意
見
箱
の
周
知
に
つ
い
て

　
「
意
見
箱
」は
図
書
館
に
対
す
る

意
見
を
全
般
に
聴
く
た
め
に
常
設

し
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
こ
に
提

出
さ
れ
た
意
見
の
中
で
開
館
時
間

に
対
す
る
意
見
を
、
今
回
の
検
討

資
料
と
し
ま
し
た
。

　
「
意
見
箱
」の
意
見
が
少
な
い
の

は
、
開
館
時
間
に
関
す
る
も
の
に

限
定
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民のののののののののののののののののののの声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声ををををををををををををををををををををままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり市民の声をまちづくりににににににににににににににににににににに
　　　  パブリックコメント手続の結果

⑤
　

富
良
野
市
使
用
料
・
手
数

料
設
定
基
準
（
案
）

市
立
図
書
館
の
会
館
時
間
の
変
更
（
案
）図書館の開館時間変更

　　　　（平成18年4月1日から）　　

　　火曜日から日曜日　午前9時～午後5時
　　　　　　　

　火曜日から金曜日  午前１０時～午後6時 

　土曜日・日曜日     午前9時 ～午後5時

　 　　※ 月曜日・祝祭日は休館日

→
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料
金
・
制
度
改
正
に
向
け
て
の
市
民
参
加
手

料
金
・
制
度
改
正
に
向
け
て
の
市
民
参
加
手
続続

　
 　
　
意
見
交
換
会
の
開
催
結

意
見
交
換
会
の
開
催
結
果果

　
 
山
部
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
特
殊
浴
場
の

　
　
使
用
料
改
正
に
向
け
て
の
意
見
交
換
会
の
結
果

　
　
　

最
低
で
も
公
衆
浴
場
の
上
限
額
と

同
額
に
押
さ
え
た
使
用
料
と
し
、

利
用
す
る
方
の
大
幅
な
負
担
増
は

避
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

許
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

【
参
加
者
の
意
見
】

　

施
設
か
ら
離
れ
た
公
営
住
宅
に

は
、
入
浴
回
数
が
月
に
１
〜
２
回

の
人
や
し
ば
ら
く
入
っ
て
い
な
い

人
も
い
る
。
高
齢
の
人
や
足
が
悪

く
て
お
風
呂
ま
で
行
く
の
が
大
変

な
人
も
多
い
。

【
市
の
考
え
】

　

こ
の
施
設
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

高
齢
の
方
が
多
い
こ
と
は
利
用
券

の
購
入
状
況
か
ら
把
握
し
て
い
ま

す
。
高
齢
で
足
の
不
自
由
な
方
々

虚
使
用
料
の
値
上
げ
に
つ
い
て

【
参
加
者
の
意
見
】

　

利
用
者
と
し
て
は
、
で
き
る
な

ら
値
上
げ
し
て
ほ
し
く
な
い
が
、

燃
料
費
も
高
騰
し
て
お
り
維
持
費

が
か
か
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
の

で
、
値
上
げ
は
や
む
を
え
な
い
と

考
え
る
。

【
市
の
考
え
】

　

意
見
の
と
お
り
、
市
の
財
政
状

況
や
燃
料
費
の
高
騰
に
よ
り
維
持

費
も
加
算
し
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。（
平
成　

年
度
維
持
費
見
込

１７

み
３，

９
０
０
０
千
円
。
使
用
料

収
入
見
込
み
4
2
0
千
円
。
前
年

比
支
出　

%
増
、
収
入　

%
減
）

2.9

34

　

北
海
道
の
公
衆
浴
場
の
使
用
料

改
定
も
燃
料
費
の
高
騰
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
市
と
し
て
は
、
独
自

の
料
金
設
定
を
行
な
え
る
も
の
の

な
り
認
め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
も
同
様
の
理
由
か
ら
利
用
は

で
き
な
い
も
の
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　

上
記
の
意
見
交
換
会
の
結
果
を

踏
ま
え
、
特
殊
浴
場
の
使
用
料
を

平
成　

年
4
月
か
ら
次
の
と
お
り

18

改
正
し
ま
す
。

め
、
新
入
学
児
童
の
学
校
説
明
会

等
で
保
護
者
の
皆
様
と
意
見
交
換

を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

特
に
意
見
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
支
援
制
度
を
平
成　

年
度
か

18

ら
廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

鰹問
 

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課

拶
３
９
‐
２
３
０
８

　

市
で
は
、
新
入
学
児
童
に
対
し

富
良
野
市
交
通
傷
害
保
険
に
4
月

〜
9
月
の
6
ヶ
月
間
、
全
額
市
費

負
担
で
加
入
し
て
き
ま
し
た
が
、

別
途
教
育
委
員
会
を
通
じ
加
入
す

る
学
校
保
険
と
重
複
す
る
補
償
内

容
で
あ
る
こ
と
や
、
市
負
担
加
入

後
の
継
続
加
入
が
極
め
て
少
な
い

こ
と
か
ら
、
市
費
負
担
か
ら
全
額

個
人
負
担
に
見
直
し
を
行
な
う
た

が
声
を
か
け
あ
い
、
車
で
来
て
い

る
方
も
い
る
よ
う
で
す
。
今
後
も

引
き
続
き
地
域
で
の
声
か
け
を
す

す
め
、
地
域
で
の
取
り
組
み
を
行

な
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

距
そ
の
他

【
参
加
者
の
意
見
】

　

市
で　

才
以
上
の
人
に
配
布
し

６５

て
い
る
ハ
イ
ラ
ン
ド
ふ
ら
の
の
入

浴
助
成
券
を
、
山
部
の
浴
場
で
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
の

か
検
討
し
て
ほ
し
い
。

【
市
の
考
え
】

　

ハ
イ
ラ
ン
ド
ふ
ら
の
の
入
浴
助

成
券
を
公
衆
浴
場
で
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
経
緯
は
、
民
間
が

運
営
す
る
公
衆
浴
場
が
市
内
で

１
ヶ
所
に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
公

衆
浴
場
の
確
保
対
策
の
一
環
と
し

て　

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も

16
の
で
す
。
山
部
の
浴
場
は
運
営
主

体
が
行
政
に
な
る
た
め
、
こ
こ
で

の
助
成
券
利
用
は
二
重
の
支
援
に

　    
鰹問
 

保
健
課

拶
３
９
‐
２
２
０
０

開
催
日
時　

平
成　

年
1
月　

日　

午
後
6
時
〜
6
時　

分

18

18

50

開
催
場
所　

山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー　
     
参
加
者　

2
名

　山部地区生活改善センター
　　特殊浴場の使用料改正
　大人料金

　　３７０円→380円
　　（平成18年4月改正）

開
催
期
間　

平
成　

年
２
月
９
日
〜　

日　

18

27

開
催
場
所　

市
役
所
大
会
議
室
・
市
内
小
学
校
4
カ
所 　

参
加
総
数　

２
１
８
名

　
 
新
入
学
児
童
交
通
傷
害
保
険
の
保
険
料

　
　
市
費
負
担
見
直
し
に
向
け
て
の
意
見
交
換
会
の
結
果
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投
票
日
当
日
に
都
合
が
悪
い
方
、
期
日
前
投
票
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
所
の
変
更

　

次
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
方
の

投
票
所
が
変
わ
り
ま
し
た
。
投
票

入
場
券
を
確
認
の
う
え
、
お
間
違

え
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
朝
日
町
・
本
町
・
日
の
出
町　

　

投
票
所　

富
良
野
市
役
所

○
桂
木
町
・
新
富
町
・
西
町
・
北

斗
町
・
東
学
田
二
区
・
西
学
田
二

区
・
清
水
山

　

投
票
所　

西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
さ
く
ら
・
お
も
と
・
た
ち
ば
な
・

つ
つ
じ

　

投
票
所

　
　
　
　

西
達
布
集
落
セ
ン
タ
ー

投
票
で
き
る
方

　

昭
和　

年
４
月　

日
ま
で
に
生

６１

２４

ま
れ
た
方
で
、
本
年
１
月　

日
ま

１５

で
に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
て
、
４
月　

日
ま
で
引
き
続

１５

き
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
が
投
票

で
き
ま
す
。
た
だ
し
投
票
日
前
日

（
４
月　

日
）ま
で
に
他
の
市
町
村

２２

に
転
出
さ
れ
た
方
は
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

投
票
入
場
券

　

投
票
入
場
券
は
、
住
民
票
に
記

載
さ
れ
て
い
る
住
所
に
郵
送
し
ま

す
。
誤
っ
て
配
達
さ
れ
た
場
合
に

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
入
場
券
は
、
投
票
用
紙
を

受
け
取
る
と
き
に
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
投
票
所
へ
忘
れ
ず
に

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
投
票
入

場
券
を
な
く
し
た
場
合
に
は
、
当

日
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

投
票
の
方
法

　

投
票
は
、「
市
長
選
挙
」
→
「
市

議
会
議
員
補
欠
選
挙
」
の
順
に
行

い
ま
す
。

投
票
時
間

　

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、

次
の
表
の
投
票
所
は
投
票
終
了
時

刻
が
１
時
間
か
ら
４
時
間
繰
り
上

げ
に
な
り
ま
す
。

期
日
前
投
票

　

富
良
野
市
に
名
簿
登
録
さ
れ
て

い
る
方
の
不
在
者
投
票
は
、
原
則

と
し
て
、「
期
日
前
投
票
」
に
な
り

ま
し
た
。

★
期
日
前
投
票
が
で
き
る
方

●
仕
事
な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な

い
方

●
自
分
の
投
票
す
る
区
域
外
に
旅

行
や
滞
在
を
す
る
方

●
病
気
・
ケ
ガ
・
出
産
・
手
術
な

ど
で
歩
行
困
難
な
方
。

★
期
日
前
投
票
の
と
き
・
と
こ
ろ

市
役
所
（
１
階
ロ
ビ
ー
）

　

４
月　

日
俄
〜
４
月　

日
臥

１７

２２

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
８
時

３０

山
部
・
東
山
支
所

　

４
月　

日
峨
〜
４
月　

日
臥

１８

２２

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

★
期
日
前
投
票
の
方
法

　

投
票
入
場
券
を
持
っ
て
、
期
日

前
投
票
所
に
行
き
ま
す
。
印
鑑
は

不
要
で
す
。
投
票
日
前
３
日
間
は

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
早
め

に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

不
在
者
投
票

　

他
の
市
町
村
や
病
院
、
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
で
の
不
在
者
投
票
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
き
ま
す
。

★
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、

自
宅
な
ど
で
投
票
用
紙
に
記
載
し
、

郵
送
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
、
戦
傷
病
者
の
手
帳
、
ま

た
は
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
選
挙

管
理
委
員
会
が
発
行
し
た
「
郵
便

投
票
証
明
書
」
を
持
っ
て
い
る
方

で
す
。
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付

を
新
た
に
受
け
た
い
場
合
は
、
早

め
に
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

★
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

道
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

し
た
病
院
や
施
設
な
ど
の
入
院
患

者
や
入
所
者
は
、
そ
の
施
設
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
市
内
の

指
定
施
設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

北
の
峰
病
院
・
ふ
ら
の
西
病
院
・

協
会
病
院
・
北
の
峯
ハ
イ
ツ
・
寿

光
園
・
老
人
保
健
施
設
ふ
ら
の

★
不
在
者
投
票
の
期
間

　

４
月　

日
俄
〜
４
月　

日
臥

１７

２２

４
月
　
日
鰹日 
は
投
票
日
で
す

２３

富富富富富富富富富富
良良良良良良良良良良
野野野野野野野野野野
市市市市市市市市市市
長長長長長長長長長長
選選選選選選選選選選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
及及及及及及及及及及

富
良
野
市
長
選
挙
及
びびびびびびびびびびび

富富富富富富富富富富
良良良良良良良良良良
野野野野野野野野野野
市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員
補補補補補補補補補補
欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠
選選選選選選選選選選

富
良
野
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

鰹問
 

選
挙
管
理
委
員
会

拶
３
９
‐
２
３
２
４

島の下会館・八幡丘会館・平沢集
落センター

午後４時

で終了

御園会館・山部南陽地区コミュニ
ティセンター・東山支所・西達布
集落センター・老節布会館

午後６時

で終了

布部会館・布礼別集落センター・
麓郷集落センター・山部北星地区
コミュニティセンター

午後７時

で終了

投票終了時間の繰り上げが行われる投票所
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見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直ししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすす 今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後のののののののののののののののののののの市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市のののののののののののののののののののの仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕見直します 今後の市の仕事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
平成１７年度事務事業評価（平成１６年度事務事業分）結果の概要

　地方分権の進行や高度情報化などによる市民ニーズの多様化により、行政課題も多様化しています。そ
の一方で、税収の減少や国の財政改革などにより、地方財政を取り巻く環境も一層厳しさを増しています。
　このような時代背景のもと本市においては、地方自治の原点である市民が主役の「協働によるまちづく
り」をめざし、次の３点を基本目的とした行政評価システムを平成14年度から実施しています。

１ 市職員の意識改革
２ 成果重視の行財政運営への転換
３ 行政の透明性・説明責任の向上

◇評価対象の事務事業◇
　市の職員が携わる全事務・事業のうち、平成14年度～平成16年度の事務事業評価で評価を行っていな
かったもの。ただし、平成14年度～平成16年度に評価した事務事業であっても、必要があるものは再評価
しました。
　平成16年度に支出した補助金・交付金・負担金で、平成14年度～平成16年度に評価を行っていなかった
もの。ただし、額の少ない負担金は、1件の事務事業にまとめて評価しています(同一基準で見直せない負
担金は別項目として評価)。

評　　　　　　　　　　　　価

実　施　年　度
計

Ｄ：休止・
廃止・完了

Ｃ：縮小
Ｂ-：継
続・見直

Ｂ：継続
Ｂ＋：継
続・拡充

Ａ：拡充

６６６３４４９４０
平成１４年度実施
（平成１３年度事業）

１０７５８１３７６４１
平成１５年度実施
（平成１４年度事業）

１６６５１０７０８１００
平成１６年度実施
（平成１５年度事業）

４８４５３１８３５３７５２１
平成１７年度実施
（平成１６年度事業）

８２３６９３９１２２５８１１０２計

◇今後の評価について◇
　平成17年度で富良野市が行う全ての事務事業の評価を行うことができました。
　今後は、１事業おおむね4年ごとに再評価する方針に基づき、全体の1/4を毎年評価していきます。
　また、行政改革推進計画に基づいた「施策・政策評価」についても導入を検討していきます。

◇評価結果◇
　各事業の評価結果は、市のホームページ（行政情報→行政改革→事務事業評価）をご覧ください。

鰹問 　総務課　拶３９‐２３００
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「演劇工場に○○劇団を呼んでみたい」・「演劇工場でこんなコンサートを
開きたい」・「市民向けに何か楽しいイベントを組んでみたい」そんな意
欲的なあなたを、ふらの演劇工房がサポートします。イベントの進め方、
演劇工場の利用方法、実行委員会の組み方など、はじめてイベントを開
催するみなさんに、演劇工房のメンバーが懇切丁寧にアドバイス。貸館
料の半額補助、ポスター・チラシなどの制作もお手伝い可能です。さあ、
あなたもイベントプロデューサーにチャレンジしよう！

富
良
野
演
劇
工
場
で
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

市
民
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
事
業
（
貸
し
館
補
助
事
業
）
の
ご
案
内

ふ
ら
の
演
劇
工
房
事
務
局
に
提
出

す
る
。

※
ふ
ら
の
演
劇
工
房
の
理
事
最
低

１
名
が
世
話
人
と
し
て
実
行
委
員

会
に
加
わ
る
こ
と
が
条
件
。

算
審
査
方
法

○
応
募
案
件
に
つ
い
て
そ
の
趣
旨

と
内
容
を
精
査
の
上
、
ふ
ら
の
演

劇
工
房
理
事
会
に
て
承
認
す
る

（
上
期
３
件
、
下
期
３
件
）。

算
制
度
（
補
助
）
の
内
容

○
貸
館
料
（
仕
込
み
を
含
む
）
お

よ
び
音
響
・
照
明
技
術
料
の
半
額

分
を
「
市
民
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育

成
事
業
奨
励
金
」
と
し
て
助
成
す

る
。

○
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
・
チ
ケ
ッ

ト
・
プ
レ
イ
ノ
ー
ト
な
ど
の
制
作

は
実
費
に
て
請
け
負
う
こ
と
が
可

能
。

市
民
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育

成
事
業
と
は

　

演
劇
工
場
を
活
用
し
、
地
域
文

化
の
振
興
を
図
る
べ
く
イ
ベ
ン
ト

事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
個
人
又

は
団
体
を
支
援
し
、
市
民
の
イ
ベ

ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
能
力
の
向
上

と
演
劇
工
場
の
活
性
化
を
は
か
る

制
度
。

市
民
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育

成
事
業
の
内
容

算
対　

象　

○
富
良
野
市
・
中
富
良
野
町
・
上

富
良
野
町
・
南
富
良
野
町
・
占
冠

村
に
住
民
票
の
あ
る
方
。

※
主
催
団
体
（
実
行
委
員
会
を
含

む
）
と
ふ
ら
の
演
劇
工
房
の
共
催

事
業
と
し
、
実
行
委
員
会
（
主
催

団
体
）、
世
話
人
（
ふ
ら
の
演
劇
工

房
理
事
）、
工
場
ス
タ
ッ
フ
の
「
協

働
」
で
事
業
を
進
め
る
。

算
応
募
受
付
期
間
お
よ
び
イ
ベ
ン

ト
実
施
期
間　

上
期　

平
成　

年
4
月
末
日
ま
で

１８

（
5
月
1
日
〜
９
月
末
ま
で
に
実

施
）

下
期　

平
成　

年
5
月
１
日
〜
９

１８

月
末
日
（　

月
１
日
〜
３
月
末
日

10

ま
で
に
実
施
）。

算
申
請
方
法

○
指
定
の
申
請
用
紙
お
よ
び
予
算

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
イ
ベ

ン
ト
実
施
日
の
２
カ
月
以
上
前
に

鰹問 ふらの演劇工房
〒０７６‐００１６

富良野市中御料　維２２‐３８００

ホームページ
http://www.furano.ne.jp/engeki/
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屋
内
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ジ
ム
の
充
実

虚
市
民
の
健
康
維
持
の
た
め
に
屋

内
プ
ー
ル
の
通
年
営
業
を
し
て
ほ

し
い
。

許
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
器
具
を
充
実

し
て
ほ
し
い
。

（
緑
町 
男
性
）

「
ス
ポ
ー
ツ
課
」
で
す

虚
屋
内
水
泳
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

冬
期
間
の
開
放
が
で
き
な
い
構
造

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
平
成　

年
１８

度
は
例
年
通
り
、
５
月
〜　

月
ま

１０

で
の
営
業
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
駅
前
に
建
設
中

の
「
中
心
街
活
性
化
セ
ン
タ
ー
」

の
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
平
成　
１９

年
５
月
オ
ー
プ
ン
予
定
で
あ
り
、

こ
の
施
設
は
通
年
営
業
の
予
定
で

す
の
で
、
新
し
い
プ
ー
ル
の
活
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

許
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
器
具
に
つ
い
て

は
老
朽
化
し
て
い
ま
す
が
、
多
く

の
市
民
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
の

器
具
に
つ
い
て
は
高
価
で
あ
り
、

ま
た
ス
ペ
ー
ス
的
に
新
し
い
も
の

を
置
く
の
は
困
難
な
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
中
心
街
活
性
化
セ
ン

タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
内

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
置
く
計

画
が
あ
り
ま
す
の
で
（
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
器
具
を
入
れ
る
か
は

未
定
で
す
が
）、こ
ち
ら
と
の
併
用

で
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

図
書
館
の
　
　
　
　
　

利
用
に
つ
い
て

虚
駐
車
場
に
つ
い
て
で
す
が
、
付

近
の
職
場
、
学
校
、
幼
稚
園
、
寺

な
ど
で
行
事
が
あ
る
と
ほ
と
ん
ど

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
駐
車

場
が
満
杯
な
の
に
図
書
館
に
は
ほ

と
ん
ど
誰
も
い
な
い
こ
と
さ
え
あ

り
ま
す
。
図
書
館
で
も
「
あ
る
区

画
」
を
「
図
書
館
利
用
専
用
」
と

の
看
板
を
だ
し
て
い
ま
す
が
、
効

果
も
な
い
よ
う
で
す
。
普
段
は
と

も
か
く
行
事
の
あ
る
と
き
は
、
行

事
主
催
者
が
管
理
す
る
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
う
す
る
こ
と
で
意
識
も
高

ま
る
と
思
う
の
で
す
が
。

許
２
月
は　

日
の
う
ち　

日
が
休

２８

１０

館
日
で
す
。
祝
祭
日
は
と
も
か
く

図
書
整
理
の
た
め
の
６
日
連
続
の

休
館
に
つ
い
て
は
何
か
工
夫
を
し

て
く
だ
さ
い
。
本
当
に
富
良
野
図

書
館
の
規
模
で
整
理
に
こ
れ
だ
け

日
数
が
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

距
携
帯
電
話
や
飲
食
に
つ
い
て
で

す
が
、
館
内
に
禁
止
の
注
意
書
も

あ
る
の
に
、
時
々
こ
う
し
た
行
為

が
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
職
員

が
注
意
し
て
い
る
の
を
み
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
者
が
注
意

す
る
の
は
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
禁
止
す
る
の
で
あ
れ
ば
館
側

で
対
応
出
来
な
い
も
の
で
し
ょ
う

か
？

（
緑
町　

男
性
）

「
図
書
館
」
で
す

①
図
書
館
の
駐
車
場
は
、
図
書
館

（
同
施
設
に
あ
る
教
育
委
員
会
・

中
心
街
整
備
推
進
室
を
含
む
）
の

利
用
者
や
来
訪
者
の
た
め
の
施
設

で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
目
的
の
利

用
は
原
則
と
し
て
ご
遠
慮
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
周
辺
の
事
業
所
の

中
に
は
、
恒
常
的
に
職
員
が
駐
車

場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
が
、
利
用
し
な
い

よ
う
申
し
入
れ
し
て
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
図

書
館
専
用
駐
車
場
の
看
板
を
掲
示

し
て
、
そ
の
周
知
徹
底
を
図
り
、

そ
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

た
だ
し
、
図
書
館
に
は
二
階
に
展

示
ホ
ー
ル
・
多
目
的
ホ
ー
ル
・

サ
ー
ク
ル
室
が
あ
り
、
三
階
に
教

育
委
員
会
・
中
心
街
整
備
推
進
室

が
あ
り
、
行
事
や
会
議
が
重
な
っ

た
場
合
は
駐
車
場
が
混
雑
す
る
こ

と
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
ど
こ
の
図
書
館
で
も
、
年
に
１

回
は
特
別
整
理
休
館
日
を
設
け
て

蔵
書
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
館
で
は
約
９
万
冊
の
蔵
書
を
一

市
民
の

声
ＶＶＯＯＩＩＣＣＥＥ

冊
ず
つ
、
本
の
有
無
、
書
架
の
場

所
、
デ
ー
タ
ー
内
容
、
不
明
本
、

破
損
本
な
ど
の
確
認
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
他
の
図
書
館
で
は
１

〜
２
週
間
程
度
の
特
別
整
理
休
館

日
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
本
館
で

は
休
館
期
間
の
短
縮
を
図
る
た
め

に
、
土
・
日
曜
日
も
職
員
全
員
が

出
勤
し
て
６
日
間
で
蔵
書
点
検
を

行
っ
て
い
ま
す
。
実
施
期
間
に
つ

い
て
は
、
過
去
の
月
別
利
用
状
況

か
ら
平
成　

年
度
か
ら
２
月
に
実

１４

施
し
て
お
り
、
利
用
者
に
も
定
着

し
て
い
ま
す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ

変
更
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

③
図
書
館
の
図
書
室
や
閲
覧
室
で

の
飲
食
や
携
帯
電
話
の
使
用
は
禁

止
し
て
い
ま
す
が
、
図
書
館
の
入

口
左
側
ロ
ビ
ー
で
の
利
用
は
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ナ
ー
に
反

し
た
利
用
者
に
は
今
後
と
も
注
意

し
ま
す
。

市民の声

市
へ
の
質
問
・
意
見
や
、
広
く
市
民

に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
掲

載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
便
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど

必
ず
書
面
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
広

報
へ
は
掲
載
し
ま
せ
ん
が
、
内
容
確

認
な
ど
の
た
め
こ
ち
ら
か
ら
連
絡

す
る
場
合
が
あ
る
の
で
必
ず
氏
名
・

連
絡
先
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る

こ
と
や
誹
謗
・
中
傷
な
ど
、
内
容
に

よ
り
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

問合せ・送付先
　〒０７６‐８５５５　富良野市弥生町１番１号
　富良野市役所 企画振興課 
電話　３９‐２３０４　FAX　２３‐２１２１
電子メール
　富良野市ホームページのメールフォームを
ご利用ください。
　http://www.city.furano.hokkaido.jp/
　「あなたの声をまちづくりに」→「市民の声」
を選択
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公の施設の指定管理者が
決まりました

■公募した施設　９施設■

指定管理期間指 定 管 理 者施　　設　　名

３年
株式会社
富良野振興公社

日の出町駐車場

５年
社会福法人富良野
市社会福祉協議会

デイサービスセン
ターいちい

５年
社会福祉法人
富良野あさひ郷

デイサービスセン
ターやまべ

５年
株式会社
富良野振興公社

自然休養村管理セン
ター（ワインハウス）

５年
株式会社
富良野振興公社

農村環境改善センター
（ハイランドふらの）

５年
ふらの農業協同組
合

農業体験者滞在施設

５年
株式会社
ふらの農産公社

チーズ工房

５年山部商業協同組合
自然環境活用セン
ター（ふれあいの家）

５年
株式会社富良野物
産公社

富良野物産センター

■指名した施設　２８施設■

指定管理期間指 定 管 理 者施　　設　　名

５年
各地域会館運営委
員会

地域会館（２０館）

５年
各地域のセンター
運営委員会等

集落センター（４館）

３年富良野消費者協会女性センター

５年
社会福祉法人富良野
市社会福祉協議会

地域福祉センター

５年
日本労働組合総連合
会富良野地区連合会

労働会館

５年
富良野市郷土芸能
伝習館運営委員会

郷土芸能伝習館

市議会の議決により公の施設の指定管理者が決まりましたのでお知らせします。なお、選定経過は
市のホームページで、管理業務計画書などは市役所行政情報コーナーでご覧になれます。

鰹問 総務課総務法制係
　維39‐２３００

○
富
良
野
東
中
学
校　

全
国
中
学
生
A
A
野
球
選
手
権
北
海
道
大
会　

優
勝

全
道
中
体
連
卓
球
大
会　

女
子
団
体　

健
闘　

シ
ン
グ
ル　

阿
部
君
、

林
君　

健
闘

全
道
中
学
校
選
抜
卓
球
大
会　

女
子
団
体　

健
闘

カ
デ
ッ
ト
全
道
卓
球
大
会　

シ
ン
グ
ル
２
年
の
部　

布
施
さ
ん　

３
回
戦　

ダ
ブ
ル
ス　

布
施
・
門
馬
組
、
名
取
・
鳴
海
組　

健
闘

全
道
中
体
連
ス
キ
ー
大
会　

大
回
転　

畠
山
君
、
橘
さ
ん　

健
闘　

岡

本
さ
ん　

３
位　

回
転　

岡
本
さ
ん　

準
優
勝　

橘
さ
ん　

健
闘

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル　

津
田
君　
　

位　

谷
本
さ
ん　

２４

　

位　

小
尾
さ
ん　
　

位　

フ
リ
ー　

津
田
君　
　

位　

谷
本
さ
ん

２８

２３

２９

　

位　

小
尾
さ
ん　
　

位

２６

３０

全
国
中
体
連
ス
キ
ー
大
会　

大
回
転　

岡
本
さ
ん　

８
位　

回
転　

岡
本
さ
ん　

９
位

F
I
S
ト
ッ
ポ
リ
ー
ノ
（
イ
タ
リ
ア
）
大
会　

大
回
転　

岡
本
さ
ん　

　

位　

回
転　

岡
本
さ
ん　
　

位

４０

３７

全
道
中
体
連
陸
上
大
会
女
子
４
０
０
M
リ
レ
ー　

健
闘　

１
０
０
M

走
・
２
０
０
M
走　

増
田
さ
ん　

健
闘

○
富
良
野
西
中
学
校　

全
日
本
少
年
軟
式
野
球
北
海
道
大
会　

準
々
決
勝
進
出

全
道
中
体
連
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
女
子　

予
選
リ
ー
グ

全
道
中
体
連
卓
球
大
会　

シ
ン
グ
ル　

福
永
君　

健
闘

北
海
道
卓
球
選
手
権
大
会　

シ
ン
グ
ル　

福
永
君　

健
闘　

ダ
ブ
ル

ス　

稲
吉
・
池
永
組　

健
闘

道
新
杯
全
道
中
学
校
選
抜
卓
球
大
会　

団
体　

健
闘

全
道
中
体
連
陸
上
大
会　

砲
丸
投
げ　

浅
野
君　

優
勝　

走
り
幅
跳

び　

後
藤
さ
ん　

優
勝　

四
種
競
技　

嘉
本
さ
ん　

優
勝

全
道
中
体
連
ス
キ
ー
大
会　

大
回
転　

高
橋
君　
　

位　

山
崎
君

３２

平
成
　
年
度
児
童
生
徒
の

１７

ス
ポ
ー
ツ
活
動
状
況

部
活
・
少
年
団
な
ど
で
全
道
大
会
以
上
に
出
場
し
、
奮
闘
し
た

子
ど
も
た
ち
の
活
躍
を
報
告
し
ま
す
。
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位　

尾
崎
さ
ん　
　

位　

回
転　

高
橋
君　
　

位　

山
崎
君　
　

６０

１３

２６

３３

位　

尾
崎
さ
ん　

健
闘

○
布
礼
別
中
学
校
卓
球
部　

カ
デ
ッ
ト
全
道
卓
球
大
会　

シ
ン
グ
ル
２
年
の
部　

大
西
君
、
菅
原
君

健
闘　

シ
ン
グ
ル
１
年
の
部　

鈴
木
さ
ん
、
前
多
さ
ん　

健
闘　

ダ
ブ

ル
ス　

大
西
･
近
藤
組　

健
闘

○
麓
郷
中
学
校
ス
キ
ー
部

全
道
中
体
連
ス
キ
ー
大
会　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル　

桜

庭
君　

位　

保
勇
君　
　

位　

前
田
君　
　

位　

高
津
君　
　

位　

２３

３１

３３

４０

竹
田
君　
　

位　

相
内
君　
　

位　

三
浦
君　
　

位　

前
田
君　
　

４２

４４

５０

６０

位　

仲
川
君　
　

位　

桜
庭
君　
　

位　

鎌
田
さ
ん　
　

位　

武
石

６２

６３

２２

さ
ん　

位　

林
さ
ん　
　

位　

高
野
さ
ん　
　

位　

大
木
さ
ん　
　

３２

３３

４０

４２

位　

フ
リ
ー　

桜
庭
君　
　

位　

相
内
君　
　

位　

武
田
君　
　

位

１８

２５

４２

高
津
君　
　

位　

鎌
田
さ
ん　
　

位　

林
さ
ん　
　

位　

高
野
さ
ん

４４

２１

３２

　

位　

武
石
さ
ん　
　

位　

大
木
さ
ん　
　

位

３４

４１

４４

北
海
道
中
学
校
陸
上
競
技
大
会　

砲
丸
投
げ　

武
石
さ
ん　

健
闘

○
布
部
中
学
校

全
道
中
体
連
陸
上
大
会　

砲
丸
投
げ　

高
見
さ
ん　

健
闘　
　
　
　

カ
デ
ッ
ト
全
道
卓
球
大
会　

シ
ン
グ
ル
１
年
の
部　

福
島
君　

３
回

戦　

数
山
君　

２
回
戦

○
山
部
中
学
校

全
道
中
体
連
陸
上
大
会　

１
０
０
M
走　

山
田
君　

健
闘　

全
道
中
体
連
ス
キ
ー
大
会　

大
回
転　
　

高
橋
君　

健
闘

○
富
良
野
小
学
校　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
全
道
大
会　

３
位

北
海
道
小
学
生
選
抜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

準
々
決
勝

北
海
道
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　

４
年
生
以
下
シ
ン
グ
ル　

吉

田
さ
ん　

２
回
戦

北
海
道
小
学
生
タ
グ
ラ
ク
ビ
ー
選
手
権
大
会　

優
勝

全
国
小
学
生
タ
グ
ラ
ク
ビ
ー
選
手
権
決
勝
大
会　

３
位
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

○
扇
山
小
学
校　

な
な
か
ま
ど
杯
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

予
選

全
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球
大
会　

準
決
勝

全
道
少
年
野
球
大
会　

１
回
戦

　健康づくりや体力づくりを目的とした運動はいろいろありますが、水の圧力や浮力を利用して無理
なくできる運動として、「水中運動」が最近注目されています。
　高齢者いきいき水中体操教室では、この「水中運動」を行いながら、楽しく体力づくりをしていき
ます。「私、泳げないから…」「プールに入るのはちょっと…」「もう年だから無理…」という心配は
無用！「水中運動」は泳ぐことはしません。高齢の方でも無理なくできる運動です。特に、膝の痛み
や腰痛がある方の運動にぴったりです。この機会にぜひ水中運動を体験してみませんか。みなさんの
参加をお待ちしています。

対象者　おおむね６５歳以上の市民（ただし、心臓疾患で治療中の方は除きます）

日　程　①健康調査・身体機能検査　５月１０日・１１日
　　　　（身体機能検査は初めて参加される方・昨年度初めて参加された方のみ実施します）

　　　　②転倒予防体操・水中運動
　　　　○火曜コース　５月２３日～９月５日　午後１時３０分～３時
　　　　○水曜コース　５月２４日～９月６日　午前１０時３０分～正午
　　　　○金曜コース　５月２６日～９月８日　午前１０時３０分～正午

定　員　各コース４０名

参加料　3,000円（保険料込み・健康調査日にいただきます）

申　込　４月３日～４月２６日（土・日曜日は除く）午前８時
　　　　４５分～午後５時１５分までに電話で申し込みください。

問合せ／申込み　保健課　維39‐２２００
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こ
の
研
修
は
私
に
と
っ
て
、
久

し
ぶ
り
の
「
旅
」
で
し
た
。
テ
ー

マ
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
先

住
民
族
「
マ
オ
リ
」
の
文
化
・
ア
ー

ト
に
つ
い
て
で
す
。

　
　

年
ほ
ど
前
に
長
野
で
、
交
流

１0
事
業
に
来
て
い
た
マ
オ
リ
の
人
と

日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
学
生
さ
ん
に
出
会

い
ま
し
た
。
一
緒
に
寮
で
過
す
毎

日
が
と
て
も
楽
し
く
、
新
鮮
で
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
マ
オ
リ
に

興
味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。
そ
の

時
出
会
っ
た
マ
オ
リ
の
友
人
に
会

い
に
行
き
、
文
化
に
触
れ
る
こ
と

も
今
回
の
予
定
に
入
れ
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
、
ア
イ
ヌ
民
族
と
マ

オ
リ
族
の
歴
史
、
文
化
に
多
く
の

共
通
点
が
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い

ま
し
た
。
芸
術
作
品
の
中
で
も
文

様
や
、
色
使
い
が
良
く
似
て
い
ま

す
。
両
民
族
と
も
文
字
を
持
ち
ま

せ
ん
で
し
た
。「
ア
イ
ヌ
」
と
は
ア

イ
ヌ
語
で
「
人
」、「
マ
オ
リ
」
も

マ
オ
リ
語
で
「
普
通
の
人
」
と
い

う
意
味
で
す
。
そ
し
て
、
現
在
で

も
多
く
の
地
名
に
、
ア
イ
ヌ
、
マ

オ
リ
語
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
を
大
切
に
す
る
民
族
で
も
あ

り
ま
す
。

　
「
遠
く
国
は
離
れ
て
い
て
も
、共

通
し
た
文
化
や
、
共
感
で
き
る

「
美
」
や
「
心
」
を
人
間
が
持
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
、
自
分
の
作

品
を
通
し
て
富
良
野
の
人
々
に
伝

え
た
い
。」こ
れ
が
私
の
研
修
の
目

的
で
し
た
。

　

機
内
で
一
睡
も
出
来
ず
初
夏
の

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
到
着
し
、
空
港

内
で
マ
オ
リ
の
立
派
な
木
彫
の

ゲ
ー
ト
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
初

め
て
実
際
に
触
れ
る
マ
オ
リ
彫
刻

は
予
想
以
上
の
迫
力
で
興
奮
し
て

一
気
に
眠
気
は
ふ
き
と
び
ま
し
た
。

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
か
ら
、
ク
ラ
イ
ス

ト
チ
ャ
ー
チ
ま
で
沢
山
の
施
設

（
博
物
館
･
美
術
館
・
図
書
館
・
マ

オ
リ
の
施
設
な
ど
）
を
訪
れ
、
集

会
所
、
彫
刻
、
織
物
、
日
用
品

（
釣
り
針
、
か
ご
な
ど
）、
ヒ
ス
イ
、

歌
・
ダ
ン
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
見
学
し
ま
し
た
。
作
品
は
ど
れ

も
丁
寧
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
見
入
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
オ
リ

の
人
た
ち
の
歌
声
は
と
て
も
美
し

く
心
に
し
み
い
っ
て
く
る
よ
う
で

し
た
。

　

昔
の
人
た
ち
は
、
お
金
を
得
る

為
で
は
な
く
「
生
活
・
く
ら
し
」

の
中
で
こ
れ
ら
の
物
を
作
り
出
し

て
い
ま
し
た
。
先
祖
や
民
族
を
思

う
心
、
魂
が
作
り
手
の
心
に
常
に

存
在
し
、
機
能
性
や
美
し
さ
を
生

ん
で
い
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

丁
寧
な
手
仕
事
に
囲
ま
れ
て
暮
ら

し
て
い
た
人
々
は
、
現
代
の
日
本

人
よ
り
ず
っ
と
美
意
識
が
高
か
っ

た
の
だ
ろ
う
と
想
像
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
ガ
イ
ド
や
通
訳
を
つ
け

ず
に
ひ
と
り
で
現
地
に
飛
び
込
む

形
で
の
研
修
に
し
ま
し
た
。
現
地

に
も
コ
ネ
が
な
く
、
一
般
の
人
が

入
れ
る
施
設
や
ガ
イ
ド
で
、
で
き

る
限
り
の
自
分
の
行
動
で
い
ろ
ん

な
こ
と
を
吸
収
し
て
み
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
毎
日
い

ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
、
い
っ
ぱ
い
、

い
っ
ぱ
い
歩
き
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
人
の
英
語
は
発
音
が

独
特
…
出
会
う
人
た
ち
も
様
々
な

国
籍
で
、
な
ま
り
の
強
い
英
語
を

話
し
、
英
語
力
の
な
い
私
は
、
非

常
に
苦
労
し
ま
し
た
。
初
め
の
頃

は
本
当
に
不
安
だ
ら
け
で
し
た
が
、

い
つ
も
ま
わ
り
の
人
た
ち
が
助
け

て
く
れ
ま
し
た
。「
自
分
が
人
に
優

し
く
す
る
よ
り
、
人
に
優
し
く
さ

れ
る
こ
と
の
方
が
絶
対
に
多
い
。」

い
つ
も
み
ん
な
に
感
謝
し
て
い
ま

し
た
。
私
は
富
良
野
に
い
て
、
旅

に
来
た
人
を
こ
ん
な
風
に
迎
え
て

い
な
か
っ
た
な
ぁ
と
反
省
も
し
ま

し
た
。

　

何
に
も
出
来
な
い
自
分
に
慣
れ
、

人
に
思
い
切
っ
て
話
し
た
り
、
尋

ね
た
り
す
る
こ
と
が
少
し
ず
つ
出

来
る
よ
う
に
な
り
、
旅
慣
れ
た
頃

に
研
修
は
終
わ
り
ま
し
た
。
一
生

の
う
ち
で
今
だ
け
し
か
交
わ
ら
な

い
人
と
の
「
点
」
の
連
続
で
し
た
。

研
修
で
マ
オ
リ
文
化
か
ら
吸
収
し

た
こ
と
を
何
冊
か
の
小
さ
な
本
に

し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
特

に
子
ど
も
た
ち
に
読
ん
で
も
ら
い

た
い
で
す
。
ア
イ
ヌ
と
の
共
通
点

に
つ
い
て
も
紹
介
し
、
自
分
た
ち

が
暮
ら
す
土
地
や
人
々
の
繋
が
り
、

文
化
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
旅
日
記
」
を
ま
と
め
、

「
旅
」
の
楽
し
さ
、
人
に
出
会
う
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
で

す
。

　

テ
ー
マ
を
持
っ
た
勉
強
の
旅
は

貴
重
な
体
験
で
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

研
修
を
終
え
て

   津
 野
   理
 恵
  さ
ん

つ　

の 

り　

え

富
良
野
市
国
際
交
流
事
業
報
告

（
北
の
峰
町
）
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農村の活性化と新たな可能性について

　

2
月　

日
我
、
文
化
会
館
で
農

15

業
大
学
講
座
が
開
か
れ
、
こ
れ
か

ら
の
農
村
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

講
演
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
市
と
包
括
連
携
協

定
を
結
ん
だ
北
海
道
大
学
や
網
走

市
で
東
オ
ホ
ー
ツ
ク
シ
ー
ニ
ッ
ク

バ
イ
ウ
ェ
イ
に
取
り
組
む
実
践
者

を
講
師
を
招
き
、
農
村
の
活
性
化

と
新
た
な
可
能
性
や
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
連
携
に
よ
る
農
村
の
活
性
化

を
テ
ー
マ
に
、
富
良
野
の
ブ
ラ
ン

ド
力
を
活
か
し
た
連
携
の
あ
り
方

な
ど
、
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出

さ
れ
、
参
加
者
は
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
て
、
人
を
育
て
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

農業大学講座

まちのできごと ZOOMUP
FURANO

ズズーームムアアッッププふふららのの

国際観光地をめざして！ふらのおもてなし講座
　

2
月　

日
、
牙
国
際
観
光
地
を

23

め
ざ
し
て
「
外
国
旅
行
者
接
遇
研

修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
富
良
野
沿

線
の
観
光
産
業
関
係
者
ら
約
1

5
0
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
日
本
観
光
協
会

の
通
訳
を
務
め
る
泉
田
さ
ん
（
中

国
生
ま
れ
）
か
ら
、
日
本
人
が
想

像
す
る
以
上
に
雪
を
楽
し
み
に

し
て
く
る
台
湾
人
を
、
富
良
野
の

大
自
然
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て

ほ
し
い
と
、
台
湾
人
旅
行
者
の
特

徴
な
ど
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

富
良
野
の
魅
力
を
海
外
に
発

信
し
て
い
く
た
め
、
あ
た
た
か
で

ふ
ら
の
ら
し
い
供
お
も
て
な
し
の

心
僑
を
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
心

が
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

外
国
人
旅
行
者

接
遇
研
修
会

黄色い帽子で交通安全！
　

富
良
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

か
ら
、
市
内
の
新
入
学
予
定
の

児
童
２
４
１
人
に
交
通
安
全
を

願
う
「
黄
色
い
帽
子
」
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

３
月　

日
我
に
贈
呈
式
が
行

２２

わ
れ
、
鳥
沼
小
学
校
に
入
学
す

る
児
童
が
代
表
し
て
受
け
取
り

ま
し
た
。
ま
だ
、
ち
ょ
っ
と
大

き
め
な
帽
子
で
す
が
、
気
持
ち

は
す
で
に
新
１
年
生
と
と
い
っ

た
、
う
れ
し
そ
う
な
表
情
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

他
の
新
１
年
生
に
は
、
各
小

学
校
の
入
学
式
で
手
渡
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　
黄
色
い
帽
子

自分らしく輝くために

生
涯
学
習
講
演
会

　

2
月　

日
臥
、
文
化
会
館
で

18

「
ニ
ッ
ト
の
貴
公
子
広
瀬
光
治

さ
ん
」
を
招
き
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
の
講
演
会
や
指
編
み

講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

男
だ
か
ら
女
だ
か
ら
で
は
な

く
、
自
分
ら
し
く
好
き
な
こ
と

を
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と

の
大
切
さ
や
、
編
み
物
が
子
ど

も
た
ち
の
情
操
教
育
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
、

手
づ
く
り
の
良
さ
を
も
う
一
度

子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

指
編
み
講
習
会
で
参
加
者
は
、

思
い
思
い
の
毛
糸
を
選
び
指
編

み
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
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今
月
の
手
続
き
       卯
月

４月

April

国
民
年
金

老
齢
基
礎
年
金

裁
定
請
求

昭
和　

年
４
月
生
ま
れ
（
満　

歳
）
の
方

１６

６５

誕
生
日
の
前
日
以
降
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

興
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
預
金
通
帳
・
戸
籍
謄
本
・
住
民

票
謄
本
な
ど

興
市
役
所
③
番
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

居
住
用
の
住
宅
に
設
置
す
る
方
。

◆
申
込
期
限　

４
月　

日
画
ま
で

２８

に
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
に
あ
る
申

込
書
に
よ
り
申
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
交
通
生
活
係

拶
３
９
‐
２
３
０
８

心
身
障
が
い
者
の
巡
回
相
談

開
催
の
お
知
ら
せ

　

道
立
心
身
障
害
者
総
合
相
談
所

に
よ
る
巡
回
相
談
が
、
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
と　

き　

５
月
８
日
俄
午
後
１

時
〜　

日
牙
正
午
ま
で

１１

◆
と
こ
ろ　

旭
川
市
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
お
ぴ
っ
た
」
旭
川
市

宮
前
通
東
４
１
５
５
番
地　
３０

◆
相
談
内
容　

虚
知
的
障
が
い
者
の
方
の
施
設
入

所
に
か
か
る
、
医
学
・
心
理
学
的

及
び
職
能
的
判
定
。
そ
の
他
専
門

的
相
談
な
ど

◆
申　

込　

４
月　

日
画
ま
で
に

１４

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

福
祉
課
福
祉
総
務
係

拶
３
９
‐
２
２
１
１

　
　
　
　
　

広
報
誌
「
ほ
っ
か
い
ど
う
」

が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
冊
子
ス
タ
イ
ル
か

ら
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
に
、
発
行
回
数

は
年
2
回
か
ら
年
6
回
（
奇
数
月

発
行
）
に
増
え
る
予
定
で
す
。
配

く
ら
し

浄
化
槽
設
置
補
助
金

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら　

１０

１９

年
度
ま
で
の
事
業
計
画
と
し
て
、

浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
を
対
象
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
平
成　

年
度
分

１８

の
補
助
希
望
申
し
込
み
の
受
付
を

行
い
ま
す
。
申
込
み
は
、
ご
本
人

又
は
同
居
の
家
族
に
限
り
ま
す
。

◆
対　

象　
　

下
水
道
区
域
外
で
、

布
に
つ
い
て
は
、
新
聞
折
込
な
ど

に
よ
り
、
み
な
さ
ん
の
ご
自
宅
へ

お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施

設
や
郵
便
局
、
金
融
機
関
な
ど
に

も
備
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

新
聞
を
取
ら
れ
て
い
な
い
方
な

ど
で
、
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
に

は
個
別
で
送
付
も
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

北
海
道
知
事
政
策
部
知
事
室

拶
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
１
１
０

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
・
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
投
与
の
実
施

ポ
リ
オ
投
与　

５
月　

日
・
７
月

１９

　

日
・
９
月　

日

１４

１５

○
対　

象　

生
後
３
カ
月
〜　

カ
月
未
満
（
３

９０

カ
月
〜　

カ
月
を
推
奨
）

１８

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種　

４
月　

日
・
５
月

１４

　

日
・
６
月　

日
・
８
月
４
日

１２

１６

○
対　

象

生
後
直
後
〜
６
カ
月
未
満

共
通
事
項

◆
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

◆
費　

用　

無
料

◆
そ
の
他

虚
受
付
時
間
は
午
後
１
時
〜
２
時

許
生
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た

場
合
は
４
週
間
、
そ
の
他
の
ワ
ク
チ

ン
は
１
週
間
の
間
隔
が
必
要
で
す
。

※
そ
の
他
の
予
防
接
種
の
日
程
は

「
す
く
す
く
ガ
イ
ド
」を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

生ゴミ堆肥市民還元
配　布　量　１世帯１袋(約７㎏）
配布方法　下記の日程で町内会に配布します。
　　　　　希望する方は、各町内会長に申し込んでください。
　　　　　（町内会ごとに申込用紙を回覧します）
申込期限　４月２８日鰹金 

鰹問 環境リサイクル課　拶３９－２３０８

町 内 会
配 布 日

午 後午 前
山部市街（９・１３町内以外）
噛山部北星噛緑町噛南町噛
扇町

東山市街噛樹海中教員住宅
噛西達布市街噛老節布市街
噛麓郷市街噛布礼別市街噛
布部市街噛上五区教員住宅
噛山部９・１３町内

５月

１６日鰹火 

桂木町噛西町噛新富町噛弥
生町噛西・東学田二区噛北斗
町

若葉町噛栄町噛北の峰町噛
島の下市街噛学田三区噛中
御料親睦会噛下御料

１７日鰹水 

幸町噛末広町噛若松町噛日
の出町

本町噛朝日町噛春日町噛東
町１８日鰹木 

麻町全域噛西扇山の２（非農
家）噛東鳥沼の１（非農家）
噛南大沼団地

花園町噛錦町噛新光町噛住
吉町噛瑞穂町１９日鰹金 
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鰹問
 

保
健
課
保
健
予
防
係

拶
３
９
‐
２
２
０
０

募
集

フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
　
　

募
集

　

北
海
道
で
は
、
地
域
の
花
壇
づ

く
り
や
花
に
よ
る
景
観
づ
く
り
活

動
を
行
っ
て
い
る
方
を
フ
ラ
ワ
ー

マ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
富
良
野
市
で
も
こ

れ
ま
で　

人
が
認
定
を
受
け
活
動

１１

し
て
い
ま
す
。

【
認
定
を
受
け
る
に
は
】

虚
市
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
応

募
さ
れ
た
方
の
活
動
歴
な
ど
を
審

査
し
た
上
で
、
北
海
道
に
推
薦
し

ま
す
。

許
認
定
講
習
会
を
受
講
し
て
く
だ

さ
い
。
今
年
は
7
月　

日
画
札
幌

１４

市
ほ
か
２
箇
所
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

講
習
会
の
参
加
に
か
か
る
費
用
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
メ
リ
ッ
ト
】

・
全
道
の
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
と

交
流
す
る
機
会
が
で
き
ま
す
。

・
花
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

情
報
を
定
期
的
に
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
対
象
の
セ

ミ
ナ
ー
が
年
数
回
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
花
に
関
す
る
知
識
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
応　

募　

４
月　

日
俄
ま
で
に

１７

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

都
市
建
築
課
都
市
計
画
係

拶

-

３
９ 
２
３
１
６

平
成
　
年
度
市
・
道
営
住
宅

１８

入
居
者
募
集
計
画

　

今
年
度
の
市
・
道
営
住
宅
の
募

集
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

入
居
希
望
者
が
募
集
戸
数
を
上

回
る
場
合
は
抽
選
（
公
開
抽
選
）

に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

〇
第
１
回
募
集

５
月
８
日
〜　

日
１９

〇
第
２
回
募
集

７
月　

日
〜　

日

１０

２１

〇
第
３
回
募
集

９
月　

日
〜　

日

１１

２２

〇
第
４
回
募
集　

月　

日
〜　

日

１１

１３

２４

〇
第
５
回
募
集

平
成　

年
２
月　

日
〜　

日

１９

１３

２３

鰹問
 

都
市
建
築
課
建
築
住
宅
係

拶
３
９
‐
２
３
１
６

危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
試
験
日　

５
月　

日
蚊

２８

◆
と
こ
ろ　

旭
川
市

※
他
の
試
験
地
に
つ
い
て
は
消
防

本
部
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

試
験
地
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
試

験
の
種
類
が
異
な
り
ま
す
。

◆
試
験
の
種
類

甲
種
・
乙
種（
第
１
〜
６
類
）・
丙
種

◆
受
付
期
間

　

４
月　

日
峨
〜　

日
牙

１１

２０

※
受
付
期
間
内
に
手
続
き
を
行
わ

な
け
れ
ば
、
受
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

◆
申　

込　

受
験
願
書
は
消
防
本

部
・
各
支
署
・
出
張
所
に
あ
り
ま

す
。

鰹問
 

消
防
本
部
予
防
課
保
安
係

拶

-

２
３ 
５
１
１
９

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
　
　

採
用
試
験

◆
試
験
日　

５
月　

日
臥

２０

◆
試
験
種
目

一
般
幹
部
候
補
生
・
海
上
技
術
幹

部
候
補
生

◆
受
付
期
間　

５
月　

日
画
ま
で

１２

◆
応
募
資
格　

虚
日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成　

年
１９

年
４
月
１
日
現
在
、　

歳
以
上　

２２

２６

歳
未
満
で
学
校
教
育
法
に
基
づ
く

大
学
を
卒
業
（
平
成　

年
３
月
卒

１９

業
見
込
を
含
む
）、外
国
に
お
け
る

大
学
を
卒
業
し
た
場
合
で
大
学
卒

業
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

許　

歳
未
満
の
大
学
院
に
お
い
て

２８
正
規
の
課
程
を
２
年
以
上
修
め
、

修
士
の
学
位
を
受
け
た
者
（
平
成

　

年
３
月
卒
業
見
込
を
含
む
）

１９鰹問
 

上
富
良
野
募
集
事
務
所

拶

-

４
５ 
３
４
１
２

期間　４４月月３３００日日蚊蚊ままでで
商品　ふらのワイン　
　　　市民限定　赤　７２０ml

価格　９００円（通常１，２３９円）
市内酒販店でご希望の本数をお求めください。
次回の市民還元は、９月にロゼを予定していま
す。

鰹問 ワイン工場  
フリーダイヤル０１２０‐８７８‐１７２

ふらのワイふらのワインン
市民還市民還元元

■販売数　１５本
■価　格　5,000円（税込）
ワインの熟成のために５年間使用した木樽を
販売します。洗浄済みで加工はしておらず、
樽そのままの形となります。装飾用として、
また半分に切ってプランターを置く台として
使用しませんか？（加工は個人負担）
※長期間使用する場合は乾燥してバラバラに
なる恐れがありますので、ボルト等で固定す
る必要があります。
○円の直径：５６０mm　○高さ：９５０mm
○胴回の直径最大：７００mm

鰹鰹問問 ワイン工 　ワイン工場場
電話 ２２－３２４電話　２２－３２４２２

メール gyo-wiine@furano.ne.jメール　gyo-wiine@furano.ne.jpp

木樽を販売します
ふらのワイン

○引替えパス不要！

○購入本数の制限もござい

　ません！
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催
し

お
や
こ
劇
場

◆
と　

き　

４
月　

日
峨

１８

　
　
　
　
　

午
後
６
時
開
場

◆
と
こ
ろ　

演
劇
工
場

◆
内　

容

ク
ロ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

「
摩
訶
不
思
議
？
ス
ト
ロ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
＆
リ
コ
ー
ダ
ー
」

◆
入
会
金　

１
０
０
円

◆
会　

費　

月
額
９
０
０
円

※
当
日
の
入
会
も
で
き
ま
す
。

鰹問
 

お
や
こ
劇
場拶

-

２
２ 
５
８
９
４

そ
の
他

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
　
　

オ
ー
プ
ン
（
予
定
）

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
次
の
日
程

で
オ
ー
プ
ン
（
予
定
）
し
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
券
及
び
回
数
券
は
、
４

月　

日
峨
（
予
定
）
か
ら
の
午
前

１１
９
時
〜
午
後
４
時
で
販
売
し
ま
す

（
土
・
日
曜
日
は
販
売
い
た
し
ま
せ

ん
）。

○
空
知
川
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

◆
オ
ー
プ
ン　

４
月　

日
臥

２２

◆
販
売
場
所
・
問
合
せ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
棟
（
拶
２

２
‐
１
１
５
２
）

○
東
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

◆
オ
ー
プ
ン　

４
月　

日
臥

２２

◆
販
売
場
所
・
問
合
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
拶
２

７
‐
２
７
２
７
）

○
山
部
（
太
陽
の
里
）
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場

◆
オ
ー
プ
ン　

４
月　

日
臥

２９

◆
販
売
場
所
・
問
合
せ

山
部
商
工
会
（
拶
４
２
‐
３
０
０

３
）

子
ど
も

●
み
ん
な
も
遊
ぼ
う
よ
！

　

市
内
の
５
つ
の
児
童
館
は
だ
れ

で
も
自
由
に
利
用
が
で
き
ま
す
。

◆
開
館
時
間　

月
〜
金
曜
日　

午
後
１
時
〜
５
時

土
曜
日　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

※
午
後
４
時　

分
〜
午
後
５
時
ま

３０

で
は
清
掃
時
間
の
た
め
自
由
な
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
春
休
み
中
・
４
月
の
利
用

　

４
月
１
日
〜
５
日
は
、
新
年
度

準
備
の
た
め
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
は
４

日
か
ら
開
所
し
ま
す
。

◆
児
童
館
の
き
ま
り
を
守
っ
て
仲

良
く
利
用
し
よ
う
！

虚
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
。

許
受
付
で
名
前
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

距
遊
具
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

鋸
あ
と
か
た
づ
け
は
、
き
ち
ん
と

し
ま
し
ょ
う
。

漁
お
金
、
貴
重
品
は
持
っ
て
こ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

禦
食
べ
物
は
も
っ
て
こ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

魚
幼
児
（
年
中
ま
で
）
は
保
護
者

と
い
っ
し
ょ
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
幼
児
ク
ラ
ブ
で
い
っ
し
ょ
に
活

動
し
ま
せ
ん
か
？

　

幼
児
ク
ラ
ブ
は
、
各
児
童
館
と

山
部
、
東
山
地
区
で
、
主
に
保
育

所
・
幼
稚
園
な
ど
に
通
っ
て
い
な

い
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

週
に
1
回
〜
2
回
午
前
中
2
時

間
程
度
、
親
子
が
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
遊
ん
だ
り
、
育
児
の
情
報

交
換
を
し
た
り
し
て
い
る
自
主
的

サ
ー
ク
ル
で
す
。
い
っ
し
ょ
に
活

動
す
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

緑
町
児
童
館　

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
３
３
７
０

北
の
峰
児
童
館　

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
４
８
０
４

麻
町
児
童
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
２
９
７
７

桂
木
児
童
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
３
７
９
２

東
部
児
童
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
５
１
２
９

鰹問
 

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

拶
３
９
‐
２
２
２
３

ウィーン・フィルのメンバーと

その仲間たちによるコンサート！

と　き　６月１日鰹木 　午後６時開場

ところ　文化会館大ホール

入場料　無料（整理券が必要です）

※整理券の配布を４月１０日俄より、文化会館、
山部・東山支所にて行います。

鰹問 文化会館　拶２３‐３５４５

 機器内容と操作方法

除細動器は、誰でも講習を受ければ簡単に操作がで
き、年齢は８歳以上（体重２５㎏以上）で利用できま
す。除細動器は、心肺停止時に使用します。対象者
に意識がない、呼吸をしていない、身体の動きがな
いことを確認して使用します。

 設置場所（３月下旬に設置）

保健センター・スポーツセンター・東中学校・西中学校

 取り扱いの講習会
３月下旬から随時予定しています。講習の対象者は、
基本的に市の関連施設なので、所属職員とします。

鰹問 保健課保健予防係　拶３９‐２２００

 自動体外式除細動器（Ａ自動体外式除細動器（ＡＥＥＤ）Ｄ）

市内４カ所に設市内４カ所に設置置
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年
金

学
生
の
た
め
の
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
前
年
所
得
が
一
定
以
下

で
あ
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
免
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

こ
れ
に
基
づ
い
て
保
険
料
を
免

除
さ
れ
た
期
間
は
、
受
給
資
格
期

間
と
し
て
算
入
さ
れ
ま
す
が
、　
10

年
以
内
に
追
納
し
な
い
と
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
は
受
け
と
れ
ま
せ

ん
。
免
除
期
間
分
の
保
険
料
は
、

卒
業
後
就
職
し
て
収
入
を
得
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、
忘
れ
ず
に
追

納
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
前
年
度
か
ら
引
き
続
き

学
生
納
付
特
例
を
希
望
す
る
場
合

も
、
毎
年
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
み

な
さ
ん
へ

　

平
成　

年
4
月
期
の
年
金
を
受

１８

け
取
り
ま
し
た
ら
、
市
役
所
に
証

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

夜
間
・
土
曜
日
の
年
金
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
平
日

の
時
間
内
に
年
金
相
談
に
こ
ら
れ

な
い
方
の
た
め
に
夜
間
・
土
曜
日

の
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
夜　

間　

毎
週
月
曜
日　
　

　
　
　
　
　
　

〜
午
後
７
時
ま
で

○
土
曜
日　

第
２
土
曜
日

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

平
成　

年　

月　

日
よ
り
、「
ね
ん

１７

１０

３１

き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
全
国
統
一
に

し
ま
し
た
。

○
年
金
請
求
な
ど
の
相
談

拶
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

○
年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
る

方
の
年
金
相
談

拶
０
５
７
０
‐
０
７
‐
１
１
６
５

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
３
０

分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）

保
険
料
の
支
払
い
は
お
忘
れ

な
く

鰹問
 

市
民
課
国
保
年
金
係

拶
３
９
‐
２
３
０
１

４月１日から開館・閉館時間が下記の通りとなります。
　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　土・日曜日　午前９時～午後５時

●児童書（新着）
丸岡　慎一　しろいみち
つちだ　よしはるうたえほん

ヴェルナー・ホルツヴァルうんちしたのはだれよ

山下　奈美ぼくのスケッチブック

●一般書（新着）
大藪　晴彦挑戦者（チャレンジャー）
東野　圭吾容疑者Ｘの献身
石田　衣良４０翼ふたたび
西村　京太郎十津川警部、海峡をわたる
伊集院　静宙ぶらん
ダニエル・キイスタッチ

催　し

絵本の読み聞かせ・映画・手づくり
紙芝居の集い ８日臥午前１０時３０分～

多目的ホール

ボランティアどんぐり おはなし会　
毎週水曜日午後３時３０分～

絵本コーナー

休館日

定例休館日　毎週月曜日
整理休館日　２８日画
祝日休館日　２９日臥

（４月）

鰹問 図書館
拶２２‐３００５

富富富富富富富富富富富富富富富富
良良良良良良良良良良良良良良良良
野野野野野野野野野野野野野野野野
市市市市市市市市市市市市市市市市
国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民
保保保保保保保保保保保保保保保保
護護護護護護護護護護護護護護護護
協協協協協協協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会

富
良
野
市
国
民
保
護
協
議
会　
　

委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員
のののののののののののののののの
募募募募募募募募募募募募募募募募

委
員
の
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集

◆
公
募
す
る
委
員
数

◆
委
員
の
任
期

◆
委
員
の
任
務

◆
応
募
資
格

◆
委
員
報
酬
な
ど

◆
応
募
期
間

◆
応
募
方
法

◆
選
考
方
法
及
び

選
考
結
果

３
名
以
内

任
命
の
日
（
平
成　

年
８
月
予
定
）
〜
２
年
間

１８

国
民
保
護
法
に
基
づ
き
、市
長
の
諮
問
に
応
じ
て

国
民
保
護
措
置
に
関
す
る
重
要
事
項
・
市
国
民
保

護
計
画
の
審
議

市
内
に
住
ん
で
い
る
満　

歳
以
上
の
方
で
、

２０

災
害
時
に
お
け
る
避
難
誘
導
や
救
援
活
動
な

ど
に
関
し
て
経
験
の
あ
る
方

※
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員
及
び
職
員

（
非
常
勤
を
含
む
）の
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

・
２，

７
５
０
円
（
会
議
１
回
の
出
席
に
つ
き
）

・
交
通
費
…
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

５
月
８
日
俄
ま
で

総
務
課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
と
希
望
す
る

理
由
を
記
入
し
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、
選
考
委
員
会
で

決
定
し
、
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み

総
務
課
総
務
法
制
係

〒
０
７
６
‐
８
５
５
５

富
良
野
市
弥
生
町
１
番
１
号

維
３
９
‐
２
３
０
０　

胃
２
３
‐
２
１
２
０

電
子
メ
ー
ル

so
h
m
u
-k@
city
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「パパが大好きな男の子です！」

　　渡邉　 琥珀 さん （２カ月）弥生町
こはく

　　　

お子さんの
写真を募集
しています！

寄
付
  あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寿
光
園
へ

立
花
ト
ヨ
子
（
山
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　

雑
巾　
　

枚
２０

こ
と
ぶ
き
大
学
大
学
院
２
年
生
一
同

　
　
　
　
　

健
康
カ
ル
タ　

２
組

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

順
不
同
・
敬
称
略

「初めてのひな祭り
楽しかったよ！」

　神成　 柚杏 さん
ゆ　ず

(１０カ月）東町

つ
つ
が
な
く
米
寿
む
か
ふ
や
櫻
餅

久
守
喜
多
子

声
高
く
雪
山
登
る
下
校
の
子

辰
己　

久
子

啓
蟄
や
丘
の
石
垣
見
え
か
く
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
保
田　

貞
子

雪
ど
け
に
心
は
ず
み
て
服
を
買
ふ

青
田　

博
子

か
な
文
字
の
薄
墨
匂
ふ
朧
月　

菅
原
百
合
子

春
愁
や
子
の
名
の
抜
け
し
戸
籍
表

中
田　

通
子

遙
ば
る
と
祖
国
の
が
れ
し
難
民
の

サ
ン
タ
に
見
せ
る
ほ
ほ
笑
み
寂
し　
　

吉
田　

ハ
ル

良
い
薫
り
残
し
置
き
た
る
貴
女
様

化
粧
の
に
ほ
ひ
今
も
残
れ
り　
　
　
　

天
池
ハ
ツ
エ

凍
み
る
朝
キ
ラ
キ
ラ
樹
氷
目
に
眩
し

孫
に
見
せ
た
き
の
こ
の
輝
き
を　
　
   
及
川　

洋
子

馥
郁
と
り
ん
ご
の
香
り
に
つ
つ
ま
れ
て

夜
半
の
し
じ
ま
の
や
は
ら
か
き
闇　
　

坂
東　

節
子

雪
女
の
姿
は
見
え
ず
白
き
闇
向
こ
う
で

弧
り
の
鶴
を
泣
か
せ
り　
　
　
　
　
　

雪
原　

一
世

じ   ん

ふらのの元気を紹介します！　われら ふらの人

お
詫
び
と
訂
正

■
広
報
お
知
ら
せ
版
１
月
号
（
№
１

０
６
）
の
１
ペ
ー
ジ
「
宝
く
じ
の
収

益
金
で
高
齢
者
住
宅
の
除
雪
支
援

の
た
め
の
除
雪
機
を
購
入
」
の
本
文

中
「
苛
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
」
を

「
苛
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
」
に
訂
正

い
た
し
ま
す
。
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老
年
期
（　

歳
以
上
）
に
な
れ

６５

ば
、
老
化
現
象
と
し
て
骨
量
・
筋

肉
量
・
体
力
・
運
動
機
能
・
自
律

神
経
機
能
・
知
的
能
力
・
記
憶
力
・

五
感
（
視
力
・
聴
力
・
嗅
覚
・
味

覚
・
触
覚
）
の
低
下
が
現
れ
ま
す
。

生
活
傾
向
は
食
が
細
く
な
る
・

あ
っ
さ
り
し
た
食
事
を
好
む
・
ほ

と
ん
ど
運
動
し
な
い
・
家
で
も
あ

ま
り
体
を
動
か
さ
な
い
・
社
会
参

加
が
減
る
・
生
き
が
い
の
喪
失
な

ど
変
化
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
病

気
や
事
故
と
し
て
認
知
症
・
骨
粗

し
ょ
う
症
・
変
形
性
膝
関
節
症
・

高
血
圧
症
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
・

転
倒
事
故
・
気
道
閉
塞
な
ど
が
多

く
な
り
ま
す
。

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
介
護
と
は

無
縁
に
ハ
ツ
ラ
ツ
と
暮
ら
す
に
は
、

頭
と
体
を
よ
く
使
い
、
食
生
活
に

も
気
を
つ
け
て
心
身
の
健
康
を
保

ち
ま
し
ょ
う
。

○
手
仕
事
を
楽
し
み
、
脳
の
老
化

を
ゆ
る
や
か
に
。

　

手
は
「
外
に
飛
び
出
し
た
脳
」

と
も
い
わ
れ
、
手
を
よ
く
使
う
趣

味
は
脳
の
老
化
防
止
や
認
知
症
予

防
に
は
い
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、

新
し
い
生
き
が
い
活
動
を
見
つ
け
、

積
極
的
に
社
会
参
加
す
る
こ
と
も
、

心
身
の
老
化
を
ゆ
る
や
か
に
す
る

秘
訣
で
す
。
趣
味
は
絵
手
紙
づ
く

り
・
自
分
史
づ
く
り
・
俳
句
・
短
歌
・

パ
ソ
コ
ン
・
日
曜
大
工
・
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
・
手
芸
・
陶
芸
な
ど
が
お

勧
め
で
す
。
生
き
が
い
活
動
は
町

内
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
・
高
齢
者
大
学
・

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ

の
参
加
を
。

○
手
軽
な
体
操
な
ど
で
、
筋
力
や

柔
軟
性
の
保
持
を

　

運
動
不
足
は
筋
力
・
柔
軟
性
・

平
衡
感
覚
な
ど
の
衰
え
を
早
め
、

転
倒
骨
折
や
将
来
の
寝
た
き
り
を

招
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

家
の
中
や
戸
外
で
無
理
な
く
で
き

る
運
動
法
を
見
つ
け
、
継
続
的
に

行
い
ま
し
ょ
う
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

水
中
歩
行
・
ダ
ン
ベ
ル
体
操
・
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
を
。

○
肉
や
か
た
い
食
品
も
、
調
理
の

工
夫
で
し
っ
か
り
食
べ
よ
う
。

　

老
齢
期
に
は
、
嗜
好
の
変
化
や

摂
食
機
能
の
衰
え
か
ら
食
生
活
が

単
調
に
な
り
や
す
く
、
特
に
健
康

長
寿
の
カ
ギ
を
握
る
と
い
わ
れ
る

た
ん
ぱ
く
質
や
ミ
ネ
ラ
ル
類
が
不

足
が
ち
に
。
１
日
３
食
・　

品
目

３０

の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
を
目

標
に
、
肉
や
か
た
い
食
品
も
調
理

の
工
夫
で
し
っ
か
り
食
べ
て
栄
養

改
善
を
。

富良野医師会　理事　渡部　秀雄

●生活習慣の改善⑱
生活習慣に気をつけて目指そう健康長寿

ＱA
ダイヤル交換市ダイヤル交換市

一
般
家
庭
で
も
火
災
警
報

器
が
設
置
義
務
に
な
る
と

新
聞
で
読
ん
だ
の
で
す
が
、
全

家
庭
な
の
で
し
ょ
う
か
。
経
費

も
か
か
る
と
思
う
し
、
古
い
家

で
も
す
ぐ
に
し
な
い
と
駄
目
で

し
ょ
う
か
。

設
置
は
新
築
住
宅
で
は

平
成　

年
６
月
１
日
か

１８

ら
と
な
り
ま
す
が
、
相
談
の
よ

う
な
既
存
住
宅
は
、
富
良
野
地

区
の
場
合
平
成　

年
５
月　

日

２３

３１

ま
で
に
設
置
と
な
っ
て
い
ま
す

（
住
ん
で
い
る
地
域
で
違
い
ま

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
）。
警
報

器
自
体
は
５
千
円
位
か
ら
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
や
電
気
店
で
販
売

さ
れ
て
お
り
、
自
分
で
設
置
す

る
事
も
可
能
で
す
し
、
電
気
店

で
も
設
置
し
て
も
ら
え
ま
す
。

家
屋
の
安
全
に
か
か
わ
る
事
で

す
の
で
、
そ
の
心
理
に
つ
け
こ

み
契
約
を
迫
っ
た
り
、
高
額
な

契
約
を
さ
せ
る
と
い
う
事
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
す
で
に
道
内
で

も
義
務
化
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

電
話
勧
誘
販
売
で
高
額
な
警
報

器
の
契
約
を
し
、
設
置
も
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
訪
問

販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
の
場
合
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
す
る
事
も

可
能
で
す
が
、
突
然
の
訪
問
や

電
話
に
慌
て
て
契
約
し
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
わ
か

ら
な
い
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

消
費
者
相
談 
Ｑ
＆
Ａ

火
災
警
報
器
、
い
ま
す
ぐ
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
？

◆登録・希望は随時受け付けます。
◆登録期間は６カ月です。

 譲ります 
捌大型冷凍冷蔵庫捌子ども用自転車捌
ロールマッサージ捌男性大人用スキー
ウエア捌ケース入りお雛様セット捌ス
チール机捌ダンスシューズ捌パソコン
用プリンター捌電気オルガン捌電気こ
たつ捌あんま機捌イタリア製チェスト
捌ドレッサー捌籐ついたて捌籐椅子捌
扇風機捌衣装かけ捌ラジオカセット捌
１４型カラーテレビ捌歩行マシーン捌ウ
エストベルトマシーン捌留袖捌吸入器

 譲ってください 
捌ジュニアシート捌ストーブガード捌
炊飯器捌テレビ捌冷蔵庫捌ベビーフェ
ンス捌全自動洗濯機捌緑峰高校男子制
服捌留袖

※消費生活センター・各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
　不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

鰹問 消費生活センター 　拶３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※相談窓口・ダイヤル交換市は
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編集後記◆◆◆
■広報に掲載している「健康
情報コーナー」。医師会の渡
部先生と市の保健師が隔月
で担当しています。健康に関
して大変勉強になると思い
ながらも、自分に置きかえる
と厳しい現実が…新年度か
らは規則正しい生活をして
いこうと思っています。（と）

今月のラジオ

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日午前８時から８時５分
・放送内容　市からのお知らせやまちの話題など

もうすぐ１年生

中央保育所の卒園式の直前に撮った１枚

です。

今年、新１年生になる児童ですが、新し

い生活に向けて元気いっぱいな姿が印象

的です。


